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｢まちだの子ども施策 2014 年度｣について 

 

●本書は、町田市の子どもの状況や子ども施策の概要をまとめたもの 

です。 

●本書は、｢町田市子どもマスタープラン｣（2005年度からの10年計

画）の進捗状況を報告するものです。 

●本書は、｢次世代育成支援対策推進法｣に基づく｢町田市次世代育成支援

対策推進行動計画｣の措置の実施状況を報告するものです。 

●子ども施策に基づく事業は、主に2014年度実施されたものを掲載し

ています。 

●保育所の入所者数等のデータは、主に 2015 年 4 月 1 日現在のもの

を掲載しています。 
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 １．2014 年度 子ども生活部長の仕事目標  

 

（1）部の使命 

■市の重点施策の 1 つである「子育て世代が選ぶまち町田の実現」に向けて、子育てに対す

る親の負担感や不安感を軽減し、子育て世代が安心して働き、暮らすことのできる、魅力あ

る子育て環境づくりを進めます。また、地域の団体との連携や青少年関係施設の運営等によ

り、子どもの育ちを支援し、青少年の健全育成を推進します。 

 

（2）部の成果指標 

■保育サービス提供率 

■子育て相談・支援の充実度 

■青少年関係施設の利用人数  

 

（3）部の現状 

【 顧客の視点 】 

■認可保育所整備や家庭的保育者の増員により、保育サービス定員の増加を図っています。

2014 年 4 月の待機児童数は 203 人で、2013 年より 54 人減少しました。 

■学童保育クラブは入会要件を満たす（一斉入会期間）全ての児童を受け入れ、2014 年 4

月の入会児童数は 3,228 人です。一部の学童保育クラブでは保育室の狭あいが問題となっ

ています。 

■株式会社が運営する認可保育所や指定管理者が運営する学童保育クラブ等で第三者による

評価を実施し、サービスの向上を図っています。 

■障がい児一人ひとりの症状の特性に応じた支援や相談体制が求められています。早期発見・

早期療育を図ることが必要です。 

 

【 資源の視点 】 

■幼稚園、認可保育所の 95％が法人による運営です。また、35 箇所の学童保育クラブでは

指定管理者が運営を行っています。 

■保育所・学童保育クラブ等の運営に年間約 100 億円の経費を要し、中・長期的に見て膨大

な財政負担が見込まれます。 

■子どもセンター4 館、子どもクラブ 2 館、青少年施設 2 箇所など、青少年が多様な体験や

学習のできる環境が整備されています。 

■地域で子育て支援や健全育成の活動を行っている組織が、子ども施策の推進におけるパート

ナーとなっています。 

 

【 比較の視点 】 

■保育所の待機児童解消のため、施設を借り上げる整備手法（20 年間期間限定認可保育所）

を確立し、定員増を実現しています。 

2014 年度子ども生活部長の仕事目標（使命・成果指標・現状） 
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■0～2 歳児の保育所待機児童に対応するため、幼保連携型認定こども園や分園による整備へ

と整備手法の転換を図っています。 

■他市と比べ幼稚園型認定こども園が多く、幼保連携型認定こども園も 2 園整備されていま

す。 

■公立保育園に地域子育て相談センターを開設、マイ保育園事業（かかりつけ窓口）を展開し

ています。 

 

【 環境変化の視点 】 

■保育施設が急増する中、保育士等の人材確保や育成を図る必要があります。また、教育・保

育の質的向上が課題となっています。 

■子ども・子育て支援新制度の 2015 年 4月に予定される施行に向けた準備の取組みは、期

間が限られています。 

■保育所や学童保育クラブなどの入所申込者数の増加傾向は続いています。 

■子育て中の家庭等からの相談件数及び虐待通報は増加傾向にあります。 

■4 月に発表された国の消費動向調査によるとスマートフォンの世帯普及率は 54.7％です。

スマートフォンの特性を活かした子育て家庭への情報提供が求められています。 

 

（４）部の経営課題【 中・長期目標 】 

 

  部の経営課題 指標 現状値 目標値 達成時期 

1 保育サービスの充実と定員の増加 
保育サービス

提供率 
30.5% 34.5% 2015年4月 

2 
子育て相談・支援体制の充実と乳幼

児の発達支援 

マイ保育園の

登録率 
0% 100% 2015年4月 

3 
子どもの活動拠点及び身近な居場

所の整備 

計画の進捗状

況 
20% 100% 2016 年度 

4 
子ども・子育て支援新制度へ円滑か

つ確実な移行 

新制度施行準

備の進捗 
30% 100% 2015年4月 

 

（注）｢部長の仕事目標｣は、2006年度よりスタートした制度です。町田市公式ホームページの 

｢トップページ｣→｢市の取り組み｣→｢部長の仕事目標｣からもご覧いただくことができます。 

 

   http://www.city.machida.tokyo.jp/shisei/buchomani/setsumei.html  

2014 年度子ども生活部長の仕事目標（現状・経営課題【中・長期目標】） 
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 2．町田市の概要  

 内         容 

市 制 施 行 1958 年 2 月 1 日東京都で 9 番目に市制施行。 

位 置 ・ 地 勢 

 東京都の南端にあって、半島のように神奈川県に突き出ています。

市のほぼ全域が多摩丘陵に含まれ、市域の平面形は丘陵の西南線に

沿う狭長な形態になっています。地質は、主として表面 5ｍ～15ｍ

の関東ローム層におおわれています。 

広 ぼ う 東西 22.3 ｋｍ   南北 13.2 ｋｍ 

海 抜 最高 364 ｍ   最低 27 ｍ 

面 積 71.80 k ㎡ 

世 帯 数 188,406 世帯  （2015 年 1 月 1 日現在） 

人 口 426,648 人    （2015 年 1 月 1 日現在） 

人 口 密 度 5,942 人 / k ㎡   （2015 年 1 月 1 日現在） 

＊世帯数・人口･人口密度には外国人を含みます。 

（1） 町田市の位置 

 

町田市の概要（東京都における位置） 



 4 

（2）町田市の人口 

 人口と世帯数の推移（各年 1 月 1 日現在 外国人を含む）（単位：人） 

 

  

 

 
 

世帯数 
人  口 

総数 男 女 

2009 179,290 419,816 207,434 212,382 

2010 181,847 422,700 208,737 213,963 

2011 183,836 424,828 209,509 215,319 

2012 185,258 425,380 209,547 215,833 

2013 185,300 425,762 209,693 216,069 

2014 186,820 426,222 209,757 216,465 

2015 188,406 426,648 209,832 216,816 

 

 

 

資料：町田市の世帯と人口 

資料：町田市の世帯と人口 

町田市の人口 

区分 

年度  

町田市の人口は、

市制施行以来増加し

ています。1958（昭

和 33）年の市制施行

時の人口は、約 6 万

1 千人でしたが、

2012 年には 42 万

5 千人を超え、市制

施行時の約 7 倍にな

っています。 

町田市の年齢 3

区分別人口割合で

は、65 歳以上の高

齢者の占める割合

が年々増加してい

ます。一方で、15

歳～64 歳の生産

年齢人口は減少傾

向にあります。 
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【 年齢階級別人口 】（2015 年 1 月 1 日現在）     （単位：人） 

 

年齢 人口総数 男 女 年齢 人口総数 男 女 

0～ 4 歳 16,715 8,611 8,104 45～49 歳 33,624 17,402 16,222 

5～ 9 歳 19,583 10,033 9,550 50～54 歳 26,832 13,713 13,119 

10～14 歳 21,045 10,863 10,182 55～59 歳 23,190 11,440 11,750 

15～19 歳 20,894 10,671 10,223 60～64 歳 25,813 12,466 13,347 

20～24 歳 20,860 10,751 10,109 65～69 歳 29,728 13,734 15,994 

25～29 歳 20,959 10,691 10,268 70～74 歳 27,977 12,720 15,257 

30～34 歳 24,136 12,411 11,725 75～79 歳 21,352 9,969 11,383 

35～39 歳 29,859 15,015 14,844 80 歳以上 26,525 10,188 16,337 

40～44 歳 37,556 19,154 18,402 総 数 426,648 209,832 216,816 

 

 

 

 

 

 

 

町田市の人口 

資料：町田市の世帯と人口 
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（3）町田市の子どもの人口と出生数 

 

 

 

 

町田市の子どもの人口と出生数 

 合計特殊出生率  
15歳から49歳までの

女子の年齢別出生率を合

計したもので、一人の女

子が仮にその年次の年齢

別出生率で一生の間に生

むとしたときの子どもの

数に相当する。 

資料：東京都人口動態統計 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kiban/chosa_tokei/eisei/jinkou/
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【 児童人口（0 歳～18 歳）の推移 】（各年 1 月 1 日現在）      （単位：人） 

 

  0 歳～4 歳 5 歳～9 歳 10 歳～14 歳 15 歳～18 歳 合 計 

2009 18,031 20,340 19,394 14,473  72,238 

2010 18,014 20,309 19,890 14,693  72,906 

2011 18,182 20,131 20,316 15,055  73,684 

2012 17,786 19,902 20,666 15,450  73,804 

2013 17,597 19,829 20,971 15,992 74,389 

2014 17,164 19,703 21,158 16,283  74,308 

2015 16,715 19,583 21,045 16,505  73,848 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童人口（0 歳～18 歳）は、全体で見ると微増状態が続いていましたが、2014 年度に

は減少へと転じました。特に 0～4 歳の児童人口は減少傾向にあります。また、5～9 歳と

10～14 歳の児童人口もわずかに減少しています。一方で 15 歳～18 歳の児童人口は、わ

ずかながら増加しています。 

町田市の子どもの人口と出生数 

http://www.toukei.metro.tokyo.jp/juukiy/2009/jy09qa0632.xls
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（4）就学前児童の状況                        （単位：％） 

 

 

※「その他」には、家庭で養育を受けている児童、認可保育所以外の保育サービス（家庭

的保育者、認証保育所、認定こども園【認可外保育部分】）を受けている児童、無認可保育

所へ通っている児童が含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

0 歳～2 歳では、約 25％の児童が、保育所で保育を受けています。3 歳～5 歳児になる

と、全体の約 66％の児童が幼稚園に通園しています。なお、就労を希望する保護者が多い

ため、保育所で保育を受ける児童の数は年々増加傾向にあります。 

資料：子ども生活部保育・幼稚園課 

就学前児童の状況 

保育所 各年 4月 1 日現在 ／ 幼稚園 各年5 月1 日現在 
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 3 ．町田市の子ども施策の体系  

（１）町田市子どもマスタープラン  

①策定の経過 

子どもを取り巻く社会状況の変化に伴い、子どもと子育て家庭への支援に対する市民

のニーズが変化しており、従来の「福祉」や「教育」といった枠を超えた体制での施策

推進が必要となっています。こうした状況を受け、子ども行政一元化を実施するととも

に、町田市としての子ども施策の基本的な方向性を示すために「子どもマスタープラン」

を策定しました。 

・2003 年 11 月 学識経験者、関連機関代表、公募市民等で構成される町田市子ども 

 マスタープラン審議会に「マスタープランのあり方」を諮問。 

・2004 年  8 月 「子どもマスタープラン公聴会」を開催。45 名の市民が参加。 

・2004 年 10 月 審議会が「子どもマスタープラン（案）」を市長に答申。 

・2004 年 12 月 子どもマスタープランを策定・公表。 

●審議会の開催状況 

・審議会（5 回）  

・専門部会（第 1、第 2、第 3）延べ 24 回（各 8 回） 

・プランの当事者である子どもの意見を反映させるために設けられた「子ども委員会 

（公募の中高生で構成）｣（10 回） 

●プラン作成の基礎資料とするための調査 

・子どもマスタープラン基礎調査  

・次世代育成支援計画調査 

・ひとり親家庭の子育てアンケート  

・国際結婚家庭の子育てアンケート 

● 2003 年 7 月に施行された次世代育成支援対策推進法（平成 15 年法律第 120 号）

第 8 条第 1 項の規定に基づき、市町村行動計画策定が義務づけられたことを受け、

「町田市次世代育成対策推進行動計画」を子どもマスタープランに含め策定しました。 

②子どもマスタープランの推進 

子どもマスタープランは、次のように推進します。 

・計画期間は、2005 年度から 10 年間です。5 年毎に必要な見直しを行います。 

・子ども生活部が中心となり、関連する各課がプランに基づき推進します。 

・子どもマスタープランに基づく推進計画の策定、推進状況の検証、総合調整は、副市

長を長とする庁内組織｢子どもマスタープラン推進委員会（庁内の関連する部長・課長

で構成）｣が担います。 

・特に検討が必要な事項については、関連する課の職員で構成する作業部会を設置し、

検討します。 

・進捗状況について、本書｢まちだの子ども施策｣で毎年公表します。 

町田市の子ども施策の体系（町田市子どもマスタープランの施策体系） 
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（２）子どもマスタープランの基本理念・基本的視点・基本目標  

（｢町田市子どもマスタープラン｣より抜粋） 

基本理念  

 

 

 

 

 

すべての子どもの心身ともに安全で健やかな成長を実現することは、現代社会の重要

な課題です。人間としての基礎的な資質が作られるこの時期、大人と子どもの関わりの

あり方は、子どもの生涯の充実した人生に大きく影響します。 

また、子どもは現在の市民であるとともに、将来の市民社会の中核となる存在です。

子どもを健やかに育み、豊かな市民性を培うことは、子どもの生涯を充実させるととも

に、将来の市民社会の安定と発展のためにも必要なことです。 

大人中心の暮らしや社会の価値を子どもの視点からも問い直し、子どもを支えていく

社会をみんなで創り出します。 

 

基本的な視点  

（1）一人ひとりの子どもの権利実現の視点 
子どもは一人の市民です。子どもも大人の市民と同様に、自分の意見を表明すること

ができ、決定に参画する権利があります。子ども自らが考え行動し、他者と関わりなが

ら成長できる環境を整えていくことが求められています。 

また、子どもへの権利侵害が起きた場合の救済や、やり直しの機会が保障されるよう

に、大人や社会が受け止めていくことも大切です。 

大人も子どもも相互理解を深めながら、市民として現在と未来を一緒に創っていくと

いう視点が必要です。 

 

（2）子どもと親がともに成長する視点 
子どもとの関わりを自らの子育てで初めて体験する親が多くなっています。 

これまでは、親としての自覚や知識・技術を持っていることを前提に支援が組まれて

きましたが、現代の子育てには子どもが成長する時、親も新たな体験を積み重ね、共に

成長していく視点が必要です。 

子育てスタート期を大切にし、その場のみの助け合いや連携に止まらず、地域での子 

育て仲間の形成や地域で支え合える土壌づくりを行い、子どもも親も地域の人々も共に、

成長し合うことが必要です。 

子どもが自分らしく安心して 

暮らせるまちをみんなで創り出す 

町田市の子ども施策の体系（子どもマスタープランの基本理念・基本的視点・基本目標） 
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（3）地域の中で家族を孤立させない視点 
子育ての主体は家族にあります。けれども、家族の中で解決できない時や行き詰まっ

た時に、さりげなく相談に乗ってもらったりすることがとても大きな力になるものです。

一方では、子育て観・生活観などの多様化により、子育て家族と地域との結びつきに難

しさを感じる市民も多くなっています。 

多様な地域社会と家族との関わり方に視点を当てた地域活動が柔軟に展開されて、子

育ての支え合いのできる地域社会を創ることが必要です。 

 

（4）市民（子どもと大人）と行政の協働を進める視点 
子どもに関わることは、子どもと大人が協働して取り組んでいくことが必要です。ま

た、市民と行政は、行政がやるべきことと市民ができることの分担と協働を協議し、お

互いに責任をもって事業を創り出していくことが大切です。 

子どもと大人が協働することによって、当事者の視点が明確になりそれぞれの地域の

実情にあった施策や活動の方向性が明らかになります。 

 

基本目標 基本理念を実現するために、3 つの基本目標を掲げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ：子どもが健やかに育ち、 

      一人ひとり自分の中に光るものを持っている 

 

基本目標Ⅱ：子どもが安らいでいる家族があり、 

家族が地域とつながっている 

 

基本目標Ⅲ：子どもが地域の中で大切にされている 

町田市の子ども施策の体系（町田市子どもマスタープランの基本理念・基本的視点・基本目標） 
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（３）町田市子どもマスタープランの施策体系  

 

　重点目標１：子どもの遊びや体験が大切にされ、主体的に参加し意見表明できる
　　個別目標（１）：コミュニケーション能力を育てる
　　個別目標（２）：参加と意見表明の場や機会をつくる
　　個別目標（３）：救済とやり直しの場や機会を保障する

　重点目標２：大人になっていく力をつける（市民性の形成を育む）
　　個別目標（１）：乳幼児期の養護の充実
　　個別目標（２）：幼児教育の充実
　　個別目標（３）：学校教育の充実
　　個別目標（４）：思春期の子どもの心と身体の健康教育
　　個別目標（５）：体験活動から学ぶこと（文化・スポーツ活動等）

　重点目標１：親になる力を身につける
　　個別目標（１）：親スタート期を支える
　　個別目標（２）：子育て期を支える
　　個別目標（３）：男女共同の子育てを進める
　　個別目標（４）：親の悩みを支える

　重点目標２：親が働くことを支える
　　個別目標（１）：保育支援
　　個別目標（２）：サービスの質の向上と効果的・効率的な提供の充実

　重点目標３：きめ細やかな支援が必要な家族を支える
　　個別目標（１）：障がいのある子どもと家族への支援
　　個別目標（２）：ひとり親家族への支援
　　個別目標（３）：外国籍家族への支援
　　個別目標（４）：被虐待児（ＤＶ家族児童を含む）と家族への支援

　重点目標１：人と人が関わりつながる場をつくる（家庭・施設・学校・地域・行政の協働）
　　個別目標（１）：地域の人材育成と人材活用
　　個別目標（２）：地元事業所・商店の関わり
　　個別目標（３）：体験できる場（多様な体験ができる機会を増やす）
　　個別目標（４）：交流できる場（子どもや子育てしている人がふれあい情報交換できる場
　　　　　　　　　　を増やす）
　　個別目標（５）：子どもセンター・地域子育てセンターを中心とした地域づくり

　重点目標２：一人ひとりに情報が確実に届く
　　個別目標（１）：子どもと親への情報の確保

　重点目標３：みんなで安全・安心のまちをつくる
　　個別目標（１）：子どもの安全・安心の確保
　　個別目標（２）：子育てしやすいまちづくり

基本目標Ⅰ：子どもが健やかに育ち一人ひとり自分の中に光るものを持っている

基本目標Ⅱ：子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている

基本目標Ⅲ：子どもが地域の中で大切にされている

 

町田市の子ども施策の体系（町田市子どもマスタープランの施策体系） 
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 4．子どもマスタープランに基づく各施策の取り組み  

 この章は、3 つの基本目標ごとに次のように構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 重点目標 

【 重点目標の解説 】 

◆ 個別目標 

【 個別目標の解説 】 

【 指 標 】＜例＞ 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

預かり保育実施

幼稚園数 
園 11 14 14 

子ども生活部 

子育て支援課 

市の預かり保育充実補助金の交付を

受けた私立幼稚園数 

※中期経営計画指標 

 

【 解 説 】重点目標・個別目標のうち測定可能なものについて評価指標をつけ、2012 

年度から 2014 年度の数値を記載しています。他の資料から引用したも

のについては、出典資料とその所管課を記載しています。なお、調査内容

等が変わり、数値を示すことができないものについては、実績値は「－」

で掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪＜例＞ 

部名 事業名 事業の内容 対象 実施場所 所管課・係 

子ども 

生活部 

運動会 

「キッズオリンピック」 

運動会を通して、さまざまな世代の交流

が行われ、楽しさ、達成感を感じること

を目的に実施しました。高校生・大学生

は企画・実施者として運営を行いまし

た。 

乳幼児親子 

小学生～大

学生 

子どもセンター

ばあん 

児童青少年課 

子どもセンター

ばあん 

 

【 解 説 】この個別目標を達成するために行われている事業のうち、紙面の都合で詳し

い説明をすることのできなかった事業を名称と担当課のみ掲載しています。 

 

＊事業を所管している部・課の名称は 2015 年 4 月現在のものです。組織改正で名称が

変更となった課については、組織改正後の名称を掲載しています。 

個別目標を達成するための事業の具体的紹介＜例＞ 

【 解 説 】この個別目標を達成するために行われた 2013年度事業のうち、特

徴的な事業とその内容・担当部課を紹介しています。 

担当：事業を担当している部 課名 

 

子どもマスタープランに基づく 2014 年度の取り組み 
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◎基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るもの 

を持っている 
 

 

■ 重点目標１ 子どもの遊びや体験が大切にされ、主体的に参加し意見表明 

できる 
   【 重点目標の解説 】 

①子どもが様々な遊びや体験の中で人間関係について学ぶことができ、大人も子ど
もの遊びや体験が大切なことを理解できるようにします。 

    ②子どもが社会の様々なことに主体的に参加し、意見表明ができることを理解し、 

実践できるようにします。 

    ③大人が子どもの参加や意見表明について理解し、受け入れることができるように 

します。 

 

◆Ⅰ－１－個別目標１ コミュニケーション能力を育てる 

【 個別目標の解説 】 

子どもが幅広い人間関係をつくり、意思疎通を図ることができるようにします。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者と近隣保育所の園児等の交流 

近隣保育所（大蔵保育園・山崎保育園・こうさぎ保育園）の園児達が高齢者福祉センター

へ来館し、歌やダンスや劇をセンター利用者の高齢者の方々に披露しました。また、高齢者

と園児達が一緒に手遊びやゲームを楽しみ、交流を図りました。 

担当：いきいき健康部高齢者福祉課 

（ふれあいいちょう館・ふれあいくぬぎ館・ふれあいけやき館）  

読書活動の推進 

「第二次町田市子ども読書活動推進計画」に基づき、「意思疎通できる論理性や感性を養う」

ことや乳幼児期から読書に親しむことを目的に図書の貸し出しやおはなし会を行いました。

おはなし会は、読書活動を行っている市民の団体にもご協力をいただき、実施しました。 

 
担当：生涯学習部図書館・市民部市民課（玉川学園駅前連絡所）・市民部忠生市民センタ

ー・市民部南市民センター（南町田駅前連絡所）・市民部小山市民センター・子ども
生活部児童青少年課（子どもセンターばあん・子どもセンターつるっこ・子どもセンター
ぱお）  

※なお、忠生市民センター、南市民センター（南町田駅前連絡所）、小山市民センターは図書の

貸し出しのみを行っています。 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

市民部 
おはなしぽ

っけ 

0 歳～3 歳児を対象に、わらべうた、手あそび、絵本

の読み聞かせなどを行いました。 

0 歳～3

歳児の

乳幼児

とその

保護者 

玉川学園コミュニティーセンター 市民課玉川学園駅前連絡所 

生涯学習部 

保育室文学

サロントー

ク「ちちんぷ

いぷい」 

小さくたって文学（ことば）大好き！をキャッチフレー

ズに、わらべ歌や絵本の読み聞かせ等を通して、こ

とばを楽しむ活動をボランティアの協力を得て実施

しました。 

0 歳～1

歳児と

その保

護者 

文学館 

図書館（文学館） 

2 歳児あつ

まれ！四季

をあそぼ！ 

季節を感じるわらべ歌や紙芝居を通して、ことばを

楽しむ活動を行いました。 

2 歳児

とその

保護者 

3･4 歳児あ

つまれ！ 

市民団体と協働し、季節を感じるわらべ歌や紙芝居

を通して、ことばを楽しむ活動を行いました。 

3 歳～4

歳児と

その保

護者 

絵本の読

み聞かせ

指導 

依頼先へ出張し、絵本の読み聞かせ指導を行いま

した。（南第三小、夢の森幼稚園、鶴間小） 

読み聞

かせを

行う保

護者 

各依頼先 

 

 

◆Ⅰ－１－個別目標２ 参加と意見表明の場や機会をつくる 

   【 個別目標の解説 】 

子どもが家庭・学校・地域で大人を信頼し、自由に意見を言うことができるよう

にします。 

 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 

さがまちカレッジ 

相模原・町田地域の学校と連携し、体験学習講座を開講しました。学生が講師を務めた

講座もありました。 

◇絵具ってなんだろう？－絵具の科学と岩絵具、油絵具での描画（びょうが）体験－ 

◇もりのたんけんたい！～えっ!?あれもこれも森からきているの!?～ 

◇身近な植物で Tシャツを染めよう 

◇食はサイエンス！ビストロ・サレジオ 

◇プログラミングでゲームを作ろう！（講師：青山学院大学生） 

◇アニメーションをつくってみよう！（講師：相模女子大学生） 

◇Kids English in SALESIO-親子で楽しむ Kids English- 

◇羊毛フェルトの人形作り 

◇キノーラ ～回転式ぱらぱらマンガづくり 

◇これできみも いきものハカセ!? （講師：麻布大学生） 

◇たのしく環境を学ぼう in 鶴見川（講師：和光大学生） 

◇水族館のお仕事－北里大学海洋生命科学部 夏の体験講座－ 

◇親子で作るうどん教室  

◇父と子の料理教室～ソーセージをつくろう～ 

◇おもしろ理科工作 －金魚で遊ぼう－ 

担当：生涯学習部生涯学習センター  
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【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

子どもセンターおよび子どもクラブの 

子ども委員会委員数（2013年度末現在） 
人 121 132 181 

子ども生活部 

児童青少年課 ― 

市が実施した、子どもを対象とした事業

のうち子どもが企画運営に参加した 

割合 

％ 8.9 8.2 8.5 
子ども生活部 

子ども総務課 

子ども総務課が市の各課に 

行った調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもセンターの子ども委員会 

子どもセンターばあん、子どもセンターつるっこ、子どもセンターぱお、子どもセンター

ただＯＮに小学生～18歳までが参加・運営する子ども委員会が設置されています。子ども委

員会では、子どもたちが主体的に子どもセンターのルールや行事の企画・準備・運営などに

ついて、各センターのスタッフと共に考え、活動しました。 

                      担当：子ども生活部児童青少年課 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 

 

子ども教育委員会 

市立小学校全 42校の児童の代表が集まり、テーマについて、事前に学校で話し合った意見

をもとに、子どもたち自らが解決に向けて出来ることを話し合い、発表しました。 

 

                       担当：学校教育部教育総務課 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

文化スポーツ

振興部 

リンク展『はじける！み

んなで虹色遊び』 

玉川大学芸術学部メディア・アーツ学科と金井小学校のワ

ークショップによる作品展示を行いました。 

金井小学校

児童 

町田市立博物

館 
文化振興課 

子ども講座①② 

「ぼくの、わたしの自分

じるしバッグをつくろ

う！」 

造形作家の加藤順子さんを講師として招きました。スチレン

ボードで自分じるしの版を作り、バッグに刷りました。 

小学 1～6 年

生 

国際版画美術

館 
国際版画美術館 

夏期子ども講座①②

「版画でつくろう！2014

☆T シャツ」 

東京学芸大学・清野泰行教授とその研究室ゼミ生徒の指導

により、版を使った制作をしました。出来上がった作品と感

想文を、指導したゼミ生徒の作品とともに 8/5～11 の期間 

、市民展示室で展示発表しました。 

小学 3～6 年

生 

国際版画美術

館 
国際版画美術館 

地域福祉部 

中学生人権作文コンテ

スト 

人権問題に関する作文を書くことにより、人権尊重の重要性

や必要性について理解を深め、豊かな人権感覚を身につけ

ることを目的に行いました。 

中学生 

市立中学校 

・南 

・南大谷 

・つくし野 

・成瀬台 

・南成瀬 

・鶴川 

・鶴川第二 

・薬師 

・金井 

・忠生 

・木曽 

・小山 

福祉総務課 

総務係 

社会を明るくする運動

支援事業 

“社会を明るくする運動”の一環で作文コンテストを実施しま

した。犯罪・非行のない地域社会づくりや犯罪や非行をした

人の立ち直りについて、考えたことや感じたことの作文を募

集しました。選考委員会により作品を選び、東京都推進委員

会へ推薦しました。 

・小学 5・6 年

生 

・中学生 

町田市役所 
福祉総務課 

事業係 

子ども生活部 

運動会 

「キッズオリンピック」 

運動会を通して、さまざまな世代の交流が行われ、楽しさ、

達成感を感じることを目的に実施しました。高校生・大学生

は企画・実施者として運営を行いました。 

乳幼児親子 

小学生～大

学生 

子どもセンター

ばあん 

児童青少年課 

子どもセンターば

あん 

フレッシュコンサート 

玉川大学吹奏楽団の協力のもと、市内の小学生～高校生

の部活動の発表の場として開催している音楽会です。出演

者自らが運営・進行を行うことにより自主性を育てるととも

に、他校との演奏交流による相互成長を目的としています。 

・小学生 

・中学生 

・高校生 

ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

創作童話コンクール 

市内の小・中・高校生から｢創作童話｣を募集。入賞作品を

製本して入賞者に配付したほか授賞式では劇団による市長

賞受賞作品の朗読を行いました。 

・小学生 

・中学生 

・高校生 

ひなた村 

環境資源部 
地球環境保全ポスタ

ー展 

東京町田東ロータリークラブと協定を結び、環境問題に対す

る思いをあらわしたポスター作品を募集しました。応募作品

を展示した『地球環境保全ポスター展』を開催し、表彰式を

実施しました。 

小学生～中

学生 

町田リサイク

ル文化センタ

ー 

環境・自然共生課 

生涯学習部 

学習支援事業 
俳句や連句など、文化やことばに親しんでもらうことを目的

に行いました。 
小学生 文学館 文学館 

展覧会関連事業 
展覧会の内容を子どもたちが自発的に深く知ることができる

よう事業を実施しました。 
小学生 文学館 文学館 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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◆Ⅰ－１－個別目標３ 救済とやり直しの場や機会を保障する 

【 個別目標の解説 】 

子どもが悩んだときに気軽に相談するところがあり、立ち直りを支えることがで
きるようにします。 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

学校教育部 教育相談 

教育相談は、来所相談、電話による相談、出張相談の 3 つ

の相談形態があります。不登校、集団不適応、友人関係、

発達に関すること、学習に関すること、生活面に関するこ

と、いじめ、体罰等、学校生活や家庭生活等に関する問題

について相談に応じました。 

幼児から 18 歳

までの子どもと

保護者、学校・

保育園・幼稚

園関係者 

教育センター 教育センター 

 

 

■重点目標２ 大人になっていく力をつける（市民性の形成を育む）  
【 重点目標の解説 】 

子どもが成長段階に応じた様々な体験の中で社会について学び、社会の一員として
の自覚を持つことができるようにします。 

 

◆Ⅰ－２－個別目標１ 乳幼児期の養護を充実させる 
【 個別目標の解説 】 

乳幼児とその親が精神的に安定した状態で生活を送ることができるようにします。 

 

◆Ⅰ－２－個別目標２ 幼児教育を充実させる 
【 個別目標の解説 】 

幼児を持つ親が様々なプログラムの中から教育方法を選択することができるよう
にします。 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

預かり保育実施幼稚園数 園 14 14 14 
子ども生活部 

保育・幼稚園課 

市の預かり保育充実補助金の交付

を受けた私立幼稚園数 

※中期経営計画指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私立幼稚園の預かり保育事業への補助 

幼稚園の「預かり保育」は、通常の教育課程に係る教育時間の前後や長期休業期間（春・

夏・冬休み）などに、幼稚園に在園児の保護者の要請に応じて、子どもを預かるものです。 

幼稚園に在園している保護者の就労形態の多様化等に伴い、「預かり保育」へのニーズが

高まっています。町田市では、教育時間および預かり保育時間を合計して 8 時間以上、通

年で開園する等の市が定める一定の条件を満たす預かり保育を実施している園に対し、事

業費の補助を行いました。 

担当：子ども生活部保育・幼稚園課 

 

        

 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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◆Ⅰ－２－個別目標３ 学校教育を充実させる 

【 個別目標の解説 】 

義務教育の対象となるすべての子どもが小学校・中学校に楽しく通えるように 

します。 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

充実した学校教育を子どもに受けさせ

ることができていると感じている保護者

の割合 

％ 47.9 47.8 46.5 
市民意識調査 

（政策経営部企画政策課） 

10 段階評価の評価 7 以上の割

合。評価 10 が最高得点。数値

が大きいほど評価が高い。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中一貫教育・町田っ子カリキュラム 

 教育委員会では、2008年度から市立全小・中学校を本市独自の重点カリキュラムでつな

げる全市型の小中一貫「町田っ子カリキュラム」と、地域ごとに課題を明確化し、共有し

ながら、その解決に向けて小・中学校が連携して指導を図る地域型の「小中一貫指導推進

校」のふたつの取り組みを軸とした「小中一貫教育」を実施しています。「町田っ子カリ

キュラム」は、規範意識やコミュニケーション能力を高めながら、働くことや学ぶことの

大切さを実感し、心身ともに健康で、進んで社会に関わろうとする子どもたちを育ててい

くことを目標にしています。また、小・中学校全校で、小中一貫教育（規範教育、英語教

育、キャリア教育、食育）カリキュラムにより、授業を実施しました。 

                       
担当：学校教育部指導課 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 

特別支援教育 

 障がいのある児童生徒に対して、一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高

め、生活や学習上の困難を改善・克服できるよう、必要な支援を行う教育です。教育委員

会では、学校をサポートするために、特別支援教育巡回指導員（臨床心理系の大学院生等）

の派遣や医師や臨床心理士及び大学教授等で構成される特別支援教育専門家チームによる

学校訪問を実施して、学校現場での問題解決のための支援を行いました。 

             担当：学校教育部教育センター 

納税活動推進事業 

 まちだ納税貯蓄組合連合会の活動を推進する一助として、町田市内中学校3年生を対象に

同連合会が実施している中学生の税の作文について、租税教育の一環として町田市も協力し

ました。 

                            担当：財務部納税課 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

地域福祉部 

「種をまこう」の冊子配

布 

人権について考えるための冊子を、市内の中学校に配布し

ました。 
中学生 市立中学校 

福祉総務課 

総務係 

「子どもの人権ＳＯＳミ

ニレター」の配布 

子どもたちの悩みを把握し、人権問題の解決を図るため、ミ

ニレターを配布しました。 

小学生 

中学生 

市立小・中学

校 

福祉総務課 

総務係 

保健所 

動物愛護啓発パンフレ

ット「ほんとうに飼える

かな？」配布 

学校教育の場で、動物の愛護や適正飼育の普及啓発のた

めの教材として、パンフレットを配布しました。 
小学 3 年生 市内小学校 

生活衛生課 

愛護動物係 

子ども生活部 君も縄文人になろう！ 

公立小学校の 6 年生の授業の一環として、火おこし・弓矢体

験、市内で出土した縄文土器の学習など縄文時代の体験

学習を行いました。 

小学 6 年生 ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

学校教育部 

小学校適応指導教室

「けやき教室」 

中学校適応指導教室

「くすのき教室」 

公立小・中学校に在籍する不登校および不登校の傾向にあ

る児童・生徒に対して、学校復帰の指導および援助を目的と

して、事業を実施しました。 

小学生 

中学生 
教育センター 教育センター 

e-ラーニング 

不登校児童・生徒が自宅のパソコンを通じて、桜美林大学

が開設する学習支援サイト「学びの広場」にアクセスし、小

学校 1 年生から中学校 3 年生までの各自の学習したい教

科、内容を自主学習できるようにサポートしました。 

小学生 

中学生 

自宅 

不定（ID 付与

者宅等） 

教育センター 

小学校１年学級への

生活指導補助者派遣 

小学校1年学級への生活指導補助者派遣 小学校1 年生の

学級で、児童が規律ある学校生活にスムーズに適応できる

ように補助を行いました。 

小学 1 年生  市立小学校 指導課管理係 

特色ある学校づくり 

各小中学校において「国際理解」、「地域理解」、「ボランティ

ア活動」、「福祉体験」等を実施し、地域に開かれた特色ある

学校づくりを行いました。 

市立小・中

学校 

市立小・中学

校 
指導課管理係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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◆Ⅰ－２－個別目標４ 思春期の子どもの心と身体の健康教育を充実する 

【 個別目標の解説 】 

思春期の子どもたちが自分の世代の心や身体について学ぶことができるように 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

保健所 
思春期精神保健相談 

保健師・専門医相談 

不登校、ひきこもり、家庭内暴力、摂食障がいなどの思春

期のこころの問題について、保健師による相談を行いまし

た。また、月 1 回の思春期専門医による相談を行いまし

た。 

子ども～大

人 
町田市保健所 保健予防課 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 

道路利用マナー向上啓発活動「みちピカ町田」 

 小学生・中学生に対する道路利用マナー向上啓発活動。道路利用マナー向上を呼びかけ

るため、市内の小学校4年生に、道路適正利用啓発リーフレット「君と歩きたい道」を配布

しました。 

 さらに、啓発促進グッズとして“みちピカ町田”ステッカーの図案を使用した「反射シ

ール」を配布し、道路をより良くする運動“みちピカ町田”の紹介をしました。 

そして、中学校1年生には、リーフレット「“Ｍｉｃｈｉ（みち）”～毎日通っている道に

ついて考えてみましょう～」を、配布しました。 

                      担当：建設部道路管理課 

学校給食 

 栄養バランスのとれた食事を提供し、正しい食習慣を身につけることにより、好ましい

人間関係の育成や健康増進を目的に、学校給食を実施しました。小学校全校は自校調理方

式です。中学校は希望制で、弁当併用外注方式を採用し、2012年度の喫食率は22.4％とな

っています。武蔵岡中学校については、大戸小学校との親子方式で実施しています。   
 

担当：学校教育部保健給食課 
【用語解説：弁当併用外注方式】 

家庭からの弁当を持参するか、調理業者が調理し配送する中学校給食（弁当形式）を希望するか、

選択する方式。 

 

 

 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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◆Ⅰ－２－個別目標５ 体験活動から学ぶようにする（文化・スポーツ活動等） 

【 個別目標の解説 】 

子どもが様々な活動に参加し、多くの体験を得ることができるようにします。 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

子どもが野外活動やボランティアの活

動に参加した保護者の割合 
％ 28.1 30.8 23.3 

市民意識調査 

（政策経営部企画政策課） 
― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年施設ひなた村 

青少年の文化活動や創作活動、あそびと創造の場と機会を提供する施設です。市内で活動

しているサークルやグループ等にひなた村屋内外を開放しています。カリヨンホール、レク

リエーションルーム、和室、屋外炊事場があります。子どもグループの育成事業として人形

劇、電気工作、遊び、ネイチャー（自然体験活動）の各グループが、毎週ひなた村に集まり

活動しました（毎年5月に募集）。また、主催事業として、縄文体験学習や、チャレンジ教

室、創作童話募集など、青少年を対象とした事業を実施しました。 

◇所在地 町田市本町田 2863 

担当：子ども生活部児童青少年課 

 

大地沢青少年センター 

大地沢青少年センターは町田市の西端にあり、草戸山をはじめとする山に囲まれた自然に

恵まれた場所です。 

東京ドーム約 4.7個分の敷地内には、野外炊事場やキャビン、テントサイト、卓球やバド

ミントンのできるレクリエーションホールの他、本館内には宿泊室や音楽演奏ができる多目

的ホールもあります。 

青少年を対象とした主催事業としては、陶芸教室や木工作教室、ハイキングなどの日帰り

事業や、キャンプ、川上村での林業・農業体験といった宿泊事業を実施しました。また、青

少年団体等を対象に、絵付け陶芸やバウムクーヘン作りを実施しました。 

◇所在地 町田市相原町 5307-2 

 

           担当：子ども生活部大地沢青少年センター 

ウルトラティーンズ 

グループ活動を通して、キャンプ、町探険、運動会、センター合宿などを楽しみながら、

リーダーとしての経験を身に付けるための講座を各子どもセンターで実施しました（運動会

と祭りは子どもセンター合同で実施）。また、運動会・センター合宿での活動内容を、子ど

もたちが企画して行いました。 

                 担当：子ども生活部児童青少年課 
                  （子どもセンターばあん・つるっこ・ぱお） 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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体操教室 

総合体育館で、様々な年齢の子どもを対象とした体操教室を実施しました。 
◇乳幼児とその保護者を対象とした体操教室･･･よちよち親子体操教室、てくてく親子体操
教室、親子体操教室、親子ふれあい体操教室 

◇幼児向け体操教室･･･ちびっこ体操教室、わんぱく体操教室 
◇小学校1・2年生向け体操教室･･･マット・鉄棒を中心に行う小学生短期集中体操教室 
◇運動が苦手な小学生を対象とした体操教室･･･鉄棒、跳び箱、マット運動を行う小学生体
操教室 

担当：文化スポーツ振興部スポーツ振興課 
 

資源とごみの出前講座（幼稚園・保育所） 

幼稚園や保育所の園児を対象に、幼児にもわかりやすく楽しく、物を大切にする心や分
別の大切さを学ぶ講座を実施しました。申し込みのあった園に職員が出向いて、職員手作
りの紙芝居、お芝居や歌を交え、ごみ収集車を持ち込んでのごみ入れ体験などを行いまし
た。2014年度は48園で50回出前講座を実施しました。 

 

資源とごみの出前講座（小学校） 

小学生の環境教育プログラムの一環として、3R（リデュース・リユース・リサイクル）
の大切さを学ぶ講座を実施しました。申し込みのあった学校に職員が出向き、職員手作り
のDVDの上映や、学校に持ち込んだごみ収集車を動かしながらの説明、ごみ入れ体験など
を行いました。2014年度は32校で出前講座を実施しました。 
 

担当：環境資源部３Ｒ推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

市民部 

夏休み自由研究お助

け講座「おやつをテス

トする」 

2014 年度は着色料テストと糖分調べを実施しました。いず

れも簡単に自分自身で取り組める内容で、文字通り、夏休

みの自由研究を助ける意図で実施しました。糖度計の貸し

出しのご案内もしています。これによって、普段自分が口に

している飲食物にどういうものが含まれているかを考えるき

っかけとなることが期待されます。 

小学生とそ

の保護者 

町田市民 

フォーラム 

市民協働推進課 

消費生活センター 

夏休み親子工作教室 
LED を使ったあんどんを作りました。楽しく工作をしながら、

光の三原色や環境問題について学ぶ構成となっています。 

小学 4 年生

～6 年生とそ

の保護者 

町田市民 

フォーラム 

市民協働推進課 

消費生活センター 

夏休み子ども環境講

座「わくわく地球防衛

隊」 

玉川大学学生環境保全委員会の学生たちと楽しく遊びなが

ら、環境問題についての意識を育み、また、自ら考えること

の楽しさを学びました。 

小学生 
町田市民 

フォーラム 

市民協働推進課 

消費生活センター 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

文化スポーツ

振興部 

第 14 回まちだ 

全国バレエコンクール 

次代を担う舞踏家の全国からの発掘育成を図ることを目的

として開催。このコンクールを足掛かりに世界へ羽ばたくダ

ンサーが増え、レベルの向上が見られます。 

小学生以上 
町田市民 

ホール 
文化振興課 

鶴川第二小学校・鶴川

第二中学校合同合唱

演奏会 

全国からの参加者募り、ピアノコンクールを開催。青少年の

育成、支援を推進しました。各部門の全体的なレベルアップ

が見られます。 

小学生以上 
町田市民 

ホール 
文化振興課 

第 6 全国ジュニアバレ

エぷれコンクール 
全国大会出場の両校の記念公演を実施しました。 

小学生 

～高校生 

町田市民 

ホール 
文化振興課 

第 39 国町田 

ピアノコンクール 

全国から参加者を募り、ピアノコンクールを開催。青少年の

育成、支援を推進しました。各部門の全体的なレベルアップ

が見られます。 

小学生以上 

町田市民ホー

ル、和光大学

ポプリホール

鶴川 

文化振興課 

キッズ伝統芸能体験 
子どもたちを対象に、日本舞踊、筝曲のお稽古とミニ発表

会、体験を実施しました。 

小学生 

～高校生 

和光大学ポプ

リホール鶴川 
文化振興課 

夏休みピンホールカメ

ラ教室 

ピンホールカメラの組み立てから、撮影・ネガ作り、プリント

までを体験しました。また、撮影したプリントによる写真展を

開催しました。 

協力：日本写真協会、町田市写真協会 

小学生以上 
町田市 

フォトサロン 
文化振興課 

クラシックバレエ育成

プログラム 

バレエ夏期講習会 

井上バレエ団 藤井直子さんの指導で、町田市民ホール舞

台にて実施。青少年の育成、支援を推進しました。 

小学生 

～高校生 

町田市民 

ホール 
文化振興課 

第 12 回ジュニアフェス

ティバル 

音楽の部、バレエの部として2日間実施。青少年がプロの演

奏家と共演したり、バレエの選抜チームを組んだりと、多様

なプログラムで内容も充実したものでした。 

小学生 

～高校生 

町田市民 

ホール 
文化振興課 

親子で楽しむ茶会 

「町田市民文化祭～秋の催し～」内で、茶道会を開催。経験

のない方でも茶道を学ぶことができ、伝統文化に触れられる

機会でした。 

幼児 

～高校生 

町田市民 

ホール 
文化振興課 

新春子ども 

フェスティバル 

「新春文化の集い」内で、保育園協会の協力のもと、3 階の

展示スペースに保育園児の画を展示。他にも試写会や紙芝

居などのイベントを実施し、多くの親子に来館していただき

ました。 

幼児 
和光大学ポプ

リホール鶴川 
文化振興課 

夏休みワクワク★ワー

クシート 2014 

夏休み期間中の 2 つの企画展に親しんでもらえるよう、クイ

ズ形式のワークシートを用意しました。参加者が解いたワー

クシートの答えあわせには、市民ボランティアに協力してい

ただきました。また、参加者にはミニブック「町田市立国際版

画美術館ってどんなところ？/版画ってなあに？」を配布しま

した。 

小学生 

中学生 

国際版画美術

館 
国際版画美術館 

夏休みこどもフェアー・

チャレンジマッスル

2014 

楽しく体を動かして遊ぶことを通じて、子どもたちに交流を深

めてもらいました。 
小学生 総合体育館 スポーツ振興課 

第 42 町田市こどもマラ

ソン大会 

長距離走を通じて体を動かす楽しさを知ってもらい、健康維

持や体力増進のきっかけづくりを図ると共に、子ども達に交

流を深めてもらいました。 

小学 3 年生

～6 年生 
陸上競技場 スポーツ振興課 

まちだ★こどもフェスタ

2014 

こどもの日において、こどもたちがスポーツに親しむきっか

けを作り、地域の交流を図るために、スポーツ教室や体操

のショーを行いました。 

就学前児童

～小学生程

度 

総合体育館 スポーツ振興課 

小学生スクール 
小学生の水泳初心者を対象に、水に慣れるところから浮き

身、キック、4 種目の完泳を目指し、実施しました。 
小学生 

市立室内プー

ル 
スポーツ振興課 

ジュニアテニスクリニッ

ク 

基礎運動能力の向上から、テニスの基礎、試合を楽しむま

でレベル別クラスを設定し実施しました。 

4 歳児～高

校生 

成瀬クリーンセ

ンターテニスコ

ート 

スポーツ振興課 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

 

 

 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

文化スポーツ

振興部 

まちだ成瀬オープンジ

ュニアテニストーナメン

ト（ジュニアテニス大

会） 

ジュニア選手が実戦経験を積み、レベルアップを図る育成

の場を提供しました。 

小学生（12

歳以下） 

中学生（14

歳以下） 

成瀬クリーンセ

ンターテニスコ

ート 

スポーツ振興課 

キッズダンス 
音楽に合わせて身体を動かしリズム感・柔軟性・体力の 

向上を図るダンス教室を実施しました。 
小学校 室内プール スポーツ振興課 

地域福祉部 「人権の花」運動 

協力し合って花を栽培することにより、人権の大切さに気づ

き、豊かな人権感覚を身に付けることを目的に実施しまし

た。 

小学生 

市立小学校 

・本町田 

・鶴川第三 

・小山田 

福祉総務課 

総務係 

子ども生活部 

つくし野中学校特別支

援学級 陶芸教室 

つくし野中学校特別支援学級の生徒を対象とした陶芸教室

です。製作を通して感性を豊かにすることを目的として実施

しました。 

つくし野中学

校特別支援

学級の生徒 

子どもセンター

ばあん 

児童青少年課 

子どもセンターば

あん 

工作教室 

廃材等を利用する工作教室です。作ることを楽しみながら、

資源の大切さや再利用についても考える定例事業を実施し

ました。 

幼児～18 歳 
子どもセンター

ばあん 

児童青少年課 

子どもセンターば

あん 

こうさくたいむ 
身近な材料で、遊べるものや飾れるものを作り、手作りの楽

しさを知ってもらう工作教室を実施しました。 
幼児～18 歳 

子どもセンター

つるっこ 

児童青少年課 

子どもセンターつ

るっこ 

陶芸に挑戦！ 
形成・釉薬がけの 2 日間で完成させる、初級の陶芸教室を

実施しました。2 日間×14 回 

小学生～18

歳 

子どもセンター

つるっこ 

児童青少年課 

子どもセンターつ

るっこ 

チャレンジハイク 
野外に飛び出しキャンプや長距離ハイクに挑戦しました。

「鶴見川編」「世田谷通り編」を隔年で実施しています。 

小学生～18

歳 

町田市内・市

外 

児童青少年課 

子どもセンターつ

るっこ 

つくっちゃおう 

身近な素材を使った工作で、自由に一人ひとりのペースに

応じて工作に取り組むことで、苦手意識を持つ子も抵抗なく

参加できるものとして、実施しました。 

幼児～18 歳 
子どもセンター

ぱお 

児童青少年課 

子どもセンターぱ

お 

王座決定戦！ 

お魚☆ツリツリ、手足☆フリフリ、空き缶☆ツミツミ、氷☆トケ

トケチャンピオンには、ぱおでしかもらえない素敵な景品を

用意しました。 

幼児～18 歳 
子どもセンター

ぱお 

児童青少年課 

子どもセンターぱ

お 

うきうき工作 
忠生地区青少年委員のかたによる工作教室を実施。工作を

通して、ものづくりの楽しみや発見を知りました。 
幼児～18 歳 

子どもセンター

ただ ON 

児童青少年課 

子どもセンターた

だ ON 

Ｔシャツリメイク 

子どもたちに物の大切さ、物を生き返らせることができること

を知ってもらうため、地域のボランティアの方による企画。使

わなくなった T シャツやハンカチを使ってバックやシュシュな

どを作成しました。 

小学 4 年生

～18 歳 

子どもセンター

ただ ON 

児童青少年課 

子どもセンターた

だ ON 

川上村子ども自然体

験塾～林業編～ 

川上村の深い森の中で、不要木の伐採や植樹、しいたけの

コマ打ちを体験し、森林の保全について学びました。 

小学 4～6 年

生 

町田市自然休

暇村ほか 

大地沢青少年セン

ター 

川上村子ども自然体

験塾～農業編～ 

川上村でレタスの収穫・作付け体験や出荷作業を見学し、

普段食べている野菜がどのように育ち、自分たちのもとへ届

くのかを学びました。 

小学 4 年生

～6 年生 

町田市自然休

暇村ほか 

大地沢青少年セン

ター 

春の親子ハイキング 

森林インストラクターの講師の案内のもと、親子で高尾山を

ハイキングし、自然との触合いと親子の絆の大切さを体感し

ました。 

小学 4 年生

～6 年生の

親子 

大地沢青少年

センターと高尾

山周辺 

大地沢青少年セン

ター 

森林体験塾 

身近な自然を守り育てる市民団体の指導の下、森林整備や

木工作等の森林体験プログラムを通し、森の恵みと役割を

体験的に学びました。 

小・中学生

の親子 

大地沢青少年

センターほか 

大地沢青少年セン

ター 

夏の子どもキャンプ 
夏休みに子どもたちだけでテントに宿泊し、様々な野外活動

を通し、自主性や協調性を学びました。 

小学 4 年生 

～6 年生 

大地沢青少年

センター 

大地沢青少年セン

ター 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

 
部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 

子どもグループ 

（遊びグループ） 

毎週水曜日にひなた村に集まり、「Ｓケン」や「ドッヂボール」

などの外遊びや室内ゲームを行い、遊びを通して助け合い

の大切さや工夫することの楽しさを学びました。 

小学 2 年生

～4 年生 
ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

子どもグループ 

（ネイチャーグループ） 

月 1 回、日曜日に集まり、カレーやピザなどの野外炊飯芋煮

会、鳥の巣箱作り、遠足などを行い、自然に親しむとともに

異なる年齢間での集団活動を通じて思いやりや協調性を育

みました。 

小学 2 年生

～中学生 
ひなた村ほか 

児童青少年課 

ひなた村 

子どもグループ 

（人形劇グループ） 

毎週日曜日にひなた村に集まり、人形作りから上演までを

行いました。「ひなた村祭」「こどもおはなしフェスタ」で公演し

たほか、「多摩人形げきまつり」「ころころ児童館小春祭」「子

どもセンターぱお」「子どもセンターつるっこ」で出張公演を行

いました。 

小学 3 年生

～高校生 
ひなた村ほか 

児童青少年課 

ひなた村 

ＨＩＰ ＨＯＰレッスン 

初心者を対象に 8 回にわたって現役のインストラクターの指

導を受け、「子どもセンターばあん」及び「ひなた村祭」で発

表しました。 

小学 3 年生

～高校生 
ひなた村ほか 

児童青少年課 

ひなた村 

初心者演劇教室 

第 1・3 日曜日にひなた村に集まり、演技の勉強のほか、舞

台美術、照明、音響等の実習を行いました。10 月と3 月には

活動成果の発表の場として公演を行いました。 

中学生以上 ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

一輪車でスイスイスイ 
初心者を対象に、一輪車に乗れるよう 9 回にわたる段階的

なステップで集団練習を行いました。 

小学 2 年生

以上 
ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

デジタル教室 

デジタル検定試験合格を目指し、コンピューターの仕組みや

日常生活での活用方法を学んでいましたが、指導者の退職

により 2013 年度をもって事業を廃止しました。 

― ― 
児童青少年課 

ひなた村 

キンボール教室 

1986 年にカナダで考案されたニュースポーツ「キンボール」

の基礎知識の習得と練習を 8 回にわたって行い、東京都大

会に出場しました。 

小学 4 年生

～中学生 
ひなた村ほか 

児童青少年課 

ひなた村 

町田子どものための日

本舞踊教室 

日本の伝統文化に関する理解を深めるとともに学校や家庭

で体験できない機会を提供するために実施していますが、

2014 年度は申込者が開催最低人数に達しなかったため、

中止しました。 

小学生～高

校生 
ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

放課後糸のこ教室 
9回の教室を通じ、電動糸のこ盤を使って木のおもちゃづくり

を行いました。 
小学生 ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

創って踊ろう！ダンス

教室 

3 回の教室を通じ、基礎の運動から個人や集団での表現を

学び、最終日に発表会を行いました。 

小学 3 年生

～中学生 
ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

チャレンジ教室 
チョコ作り、もちつき、竹ポットのグリーンインテリア作り、クリ

スマスリース作りなどを行いました。 
小・中学生 ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

チャレンジ教室「太陽

の恵み」 

大豆や落花生などの栽培・収穫及び油絞り、豆腐作りなど

収穫物の加工を通して太陽の恵みを実感してもらい、興味

関心を持ってもらうこと目的に実施しています。併せて養蚕

や七草の寄せ植え作りなど昔から町田地域で行われた農

業を題材にした体験学習も行っています。  

3 歳以上（小

学 3 年生ま

では保護者

同伴） 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

チャレンジ教室「幼児

陶芸教室」「親子陶芸

教室」 

茶わんやカップ、コップを製作し、色付け、絵付け、釉薬かけ

を行いました。 

年長クラス

の幼児、小・

中学生とそ

の家族 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

 

基本目標Ⅰ 子どもが健やかに育ち、一人ひとり自分の中に光るものをもっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

 
部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 

チャレンジ教室「たきび 

あそび よろこび」 

たき火の火おこしから始め、火の管理、やきいも、ねじりパン

の作成や土鈴作りのほか野外ゲームなどを行いました。 

小学生と保

護者 
ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

チャレンジ教室「たきび 

あそび よろこび ～た

き火ワークショップ～」 

青少年指導者を対象にたき木集めから火の管理までを学

び、飯ごうを使った調理実習を行いました。 
高校生以上 ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

夏休みチャレンジ教室 

夏休みの短期教室として、キンボール体験、陶芸、木工、レ

ザークラフト・キャンドル・アクセサリー作りなどを行いまし

た。 

小学生以上 ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

ピザ窯講習会 

薪や木炭を使って焼く、ドラム缶ピザ作りの講習会を行いま

した。修了者は炊事場を利用の際、ピザ窯が利用可能にな

ります。 

市内在住、

在勤、在学

の高校生以

上 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

経済観光部 

タケノコほり体験 

公募した中学生以下の親子を対象に、竹林でタケノコほりを

実施し、緑豊かな小野路町奈良ばい谷戸の自然を体験しま

した。 

中学生以下

の親子 

小野路町奈良

ばい谷戸 
北部丘陵整備課 

鶴見川源流探検隊 

（源流キャンプ） 

公募した小学生とその保護者を対象に、昆虫観察会や魚と

り、夜の保水の森散策などの日常ではなかなか味わえない

貴重な北部丘陵の自然を体験しました。 

小学生の親

子 

上小山田町 

鶴見川源流 

保水の森 

北部丘陵整備課 

里山散策とさつま芋ほ

り 

5 歳以上の子どもとその保護者を対象に、小山田緑地を親

子で散策し、北部丘陵の豊かな自然環境に触れ合い、小野

路の奈良ばい谷戸でさつま芋ほりを行いました。 

5 歳以上の

親子 

小野路町奈良

ばい谷戸 
北部丘陵整備課 

ドングリ植え 

小山田小学校 3 年生全員を対象に、どんぐり植栽体験、地

域の自然観察を実施し、北部丘陵が豊かな自然に恵まれて

いる地域であることの理解を深めました。 

小山田小学

校 3 年生 

上小山田町 

鶴見川源流 

保水の森 

北部丘陵整備課 

植樹会 

小山田小学校 6 年生全員を対象に、自分たちが 3 年生のと

きに植えたドングリからできた苗木を卒業の記念として山に

植樹するとともに、保水の森の重要性を学びました。 

小山田小学

校 6 年生 

上小山田町鶴

見川源流保水

の森 

北部丘陵整備課 

米づくり体験 

公募した小学校 4 年生以上の親子を対象に、田んぼでの米

づくりを年間通して体験し、普段何気なく食べているお米の

出来る過程と大変さを学び、里山に興味・関心を持ってもら

いました。 

小学校 4 年

生以上の親

子 

小野路町奈良

ばい谷戸 
北部丘陵整備課 

環境資源部 

こどもエコクラブ事業 

「こどもエコククラブ」は、次世代を担う子どもたちが、地域の

中で仲間と自主的に環境保全活動や環境学習に取組・活

動を行うための支援事業です。事業周知のため、全国事務

局である（公財）日本環境協会との連携を図り、情報紙を送

付した他、市のウェブサイトに情報発信ページを作成しまし

た。 

幼児～高校

生まで 

・地域 

・学校 

・家庭   等 

環境・自然共生課 

つるっこに「ミヤマ☆仮

面あらわる！！」 

夏休み子どもエコ学習として、昆虫体操・昆虫クイズ等を通

して、生き物を大切に思い、自然環境を守る気持ちを育むこ

とを目的として実施しました。 

小学生 
生涯学習セン

ター 
環境・自然共生課 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

 
部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

環境資源部 

「まちだ・さがみはら 

絆・創・光 × ＪＡＸＡ」 

ＪＡＸＡによる講演会と

星空観望会 

まちだ・さがみはら 絆・創・光 のライトダウン実施日に、ＪＡ

ＸＡ宇宙科学研究所と連携し、夜空の大気環境（光害）及び

星空に関する講演会と観望会を実施しました。 

子どもから

大人まで 

まちだターミナ

ルプラザ 
環境・自然共生課 

夏休みわくわくエコ体

験 

「ハチドリ教室」では、紙芝居を通じて一人ひとりの工夫によ

り、ごみや環境負荷を減らすことができることを伝えます。ま

た、「変身ボックス」や「紙すき体験」「ペットボトル工作」を通

じて、リデュース、リユース、リサイクル（3R）の大切さを楽し

みながら体験してもらいます。 

小学 1 年生

～小学 6 年

生 

町田リサイク

ル文化センタ

ー 

３Ｒ推進課推進係 

リサイクルガラス砂絵

教室 

ガラスビンのリサイクルを楽しみながら学ぶ「環境学習」の

一環として、研磨された安全なリサイクルガラス砂を使用し

た「砂絵教室」を実施しました。 

小学 1 年生

以上～18 歳

まで（子ども

センター） 

小学 3 年生

以上（堺市

民センター） 

・子どもセンタ

ー 

・堺市民センタ

ー 

３Ｒ推進課推進係 

町田リサイクル文化セ

ンター施設見学 

市内小学校 3・4 年生の社会科授業の一環によるごみ～資

源～工場見学等の学習を行いました。 

小学 3・4 年

生 
主に工場棟 

資源循環課 

管理係 

生涯学習部 

夏休み子どもフェア 
明治の風刺マンガ 絵とき教室：明治時代の有名な事件を

風刺したマンガから当時の様子を学びました。 

小学 5・6 年

生 

自由民権資料

館 

生涯学習総務課 

自由民権資料館 

資料館まつり 

資料館まつりの催し物としてイベントを実施しました。 

・昔のあそび体験コーナー 

・「紙芝居」  ・「町田の歴史いろはカルタ」で遊ぼう！ 

・「すごろく」「パズル」で遊ぼう！ 

小学生以下 
自由民権資料

館 

生涯学習総務課 

自由民権資料館 

夏休み子ども週間 

地域の大学や企業、市民ボランティアと協力し、様々な体験

型の講座・イベントを、1 週間にわたり、ほぼ毎日計 7 講座実

施した。 

小学生とそ

の保護者 

生涯学習セン

ター 
生涯学習センター 
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◎ 基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつなが 
っている 

■重点目標１ 親になる力を身につける 
【 重点目標の解説 】 

妊娠期から子育て期の親が、安心して出産や子育てをするためのサービスを受け
ることができるようにします。 

◆Ⅱ－１－個別目標１ 親スタート期を支える 

【 個別目標の解説 】 

妊娠期の親が精神的に安定して妊娠期を過ごし、出産を迎えることができるよう

にします。 

【 指 標 】  

指標名 単位 
2011 年度 

実績値 

2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

妊娠健康調査の受診率 ％ 91.1 90.0 90.7 いきいき健康部保健予防課 ― 

産婦健康診査の受診率 ％ 94.9 96.4 93.1 いきいき健康部保健予防課 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児支援ヘルパー派遣事業 

産後まもなく、日中に誰からも援助を得られない家庭にヘルパーを派遣し、育児相談や

簡単な家事等の援助など、養育支援が必要と思われる家庭に育児支援ヘルパーを派遣しま

した。対象は、町田市に住所を有する方です。 

◇ 単体児は、出産し、退院した翌日から満 2歳の誕生日前日まで（480時間） 

◇ 双子は、出産し、退院した翌日から満 2歳の誕生日前日まで（720時間） 

◇ 三つ子以上は、出産し、退院した翌日から満 4歳の誕生日前日まで（156日/年） 

◇ 派遣時間は、午前 8時～午後 7時まで。1日連続して 2時間・3時間・4時間の利用の

み 

 

● 費用  

・1時間 820円（市民税・所得税非課税世帯・生活保護世帯の減免あり） 

・交通費実費。派遣日前日の午後 5時以降からキャンセル料が発生します。 

● サービス内容 

・育児に関する援助および助言・相談 

沐浴、授乳、オムツ交換、兄姉児の幼稚園・保育所の送迎等（徒歩・公共交通機関の

みの利用で交通費実費） 

・家事の援助（食事の準備・簡易な掃除・衣類の洗濯・買い物） 

・健診への付き添い 

＊一般の家事援助ヘルパーとは異なり、サービス内容には制限があります。 

 担当：子ども生活部子ども家庭支援センター 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

市民部 

プレママ＆新米ママ向

け「あかちゃん布絵本

の作り方」 

産前・産後の女性は社会とのつながりが薄く、育児において

孤立感を感じやすいため、布絵本作りという連続講座を設

定し、同じ立場の女性同士で悩みや不安を共有し、子育て

に関する情報交換や交流の場としました。また、保育を利用

して、子どもと離れ、自分の時間を持つことで、育児ノイロー

ゼやうつを予防することにつながりました。 

女性 15 名 市民フォーラム 市民協働推進課 

保健所 

妊婦に対する医療費

助成 

対象となる疾病により入院治療された方への医療費を助成

するものです。 

対象疾病に 

該当し、所

定の条件を

満たす妊婦 

各医療機関 保健予防課 

母子健康手帳 
妊娠・出産・各種健康診査・予防接種を記録し健康の保持

増進を図りました。 
妊婦 

市庁舎健康課 

健康福祉会館 

各市民センター 

保健予防課 

妊婦健康診査 妊婦の健康管理と健康の保持増進に努めました。 妊婦 契約医療機関 保健予防課 

歯科口腔健康診査 
妊婦を対象に、歯科口腔健康診査無料クーポン券を配布

し、健康管理と健康の保持増進に努めました。 
妊婦 契約医療機関 保健予防課 

妊産婦・乳幼児保健指

導票 

経済的理由により保健指導を受け難い妊産婦・乳幼児に対

して健康管理と健康の保持増進に努めました。 

・妊産婦 

・乳幼児 
契約医療機関 保健予防課 

母親学級 
妊娠中の健康管理・栄養・お産の正しい知識・産後の注意・

新生児の保育指導を行い、母子の健康増進を図りました。 
妊婦と夫 健康福祉会館 保健予防課 

ママクラスクッキング 
妊娠中の健康管理・正しい食生活の支援を行い、母子の健

康増進を図りました。 
妊婦 健康福祉会館 保健予防課 

母子保健訪問指導事

業 

健康相談や育児支援のために、家庭に訪問して支援を行い

ました。 

・妊産婦 

・乳幼児 

健康福祉会館 

より各家庭へ 
保健予防課 

子ども生活部 

プレママ＆ベビママる

ーむ 

妊婦と新生児を持つ保護者の交流を楽しむとともに、出産

後のイメージをもつこと、育児への不安を緩和することを目

的に、スタイづくりやペットボトルを使ったおもちゃ作りなどを

実施しました。 

・妊婦と夫 

・生後 6 ヶ月

までの乳児と

その保護者 

子どもセンター

ばあん 

児童青少年課  

子どもセンターば

あん 

0 才あつまれ！ 
子育てのスタート期の支援。スキンシップ遊びや子育てを楽

しむためきっかけ作りや講座などを行いました。 

乳幼児とその

保護者 

子どもセンター 

ただ ON 

児童青少年課  

子どもセンターた

だ ON 

生涯学習部 

乳幼児を持つ保護者

のための講座 

日頃の子育てに不安や悩みを感じている保護者が、育児に

ついての知識を身に付けたり、他の参加者と話合いを行うこ

とで、子育てを楽しみながらできるようになることをねらいと

して実施した。連続講座形式であり、6-7 月は全 8 回、10-11

月は全 6 回開催した。 

乳幼児（8 ヶ

月以上 2 歳

まで)の保護

者  

生涯学習セン

ター 
生涯学習センター 

親と子の交流ひろば 

きしゃポッポ 

親子で楽しめるスキンシップ遊びや手遊び、絵本読み聞か

せなど、子育てに役立つ情報や知識を提供した。またミニテ

ーマを設けて参加者同士で話し合いを行い、育児情報の交

換や仲間作りをした。月 3～4 回、延べ 37 回実施した。 

0 歳児、1 歳

児とその母

親または妊

婦 

生涯学習セン

ター 
生涯学習センター 

親と子の交流ひろば 

パパと一緒にきしゃポ

ッポ 

親子で楽しめるスキンシップ遊びや工作など、子育てに役立

つ情報や知識を提供した。またミニテーマを設けて参加者同

士で話し合いを行い、育児情報の交換や仲間作りをした。月

1 回、延べ 11 回実施した。 

0 歳児、1 歳

児とその父

親 

生涯学習セン

ター 
生涯学習センター 

 

◆Ⅱ－１－個別目標２ 子育て期を支える 

【 個別目標の解説 】 

子育て中の親が孤立感を持たずに子育てをすることができるようにします。 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

在宅家庭支援実施保育所数 園 27 29 49 
子ども生活部 

子育て推進課 

保育所の「子育てひろば事業」と

「つどいのひろば」事業の合計 

※中期経営計画指標 

子ども家庭支援センターの相談件数(※) 件 1,121 1,811 2,089 
子ども生活部 

子ども家庭支援センター 
※新 5 ヵ年計画重点事業プラン 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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健全育成事業 

都および市の要綱に基づき支払事務を行う（都10/10補助）生活保護を受けている世帯の学

童・児童に対し、学童服・運動衣、夏期休業中に行われる各種野外活動等の参加費用、中学卒

業者の就職活動時の支度金、修学旅行に参加する費用を支給することにより、当該学童・児童

の健全育成および、その者の属する世帯の自立助長を図りました。 

                            担当：地域福祉部生活援護課 

 

 

 

 

 

担当：子ども生活部子育て支援課 

ショートステイ、トワイライトステイ 

◇ショートステイ（原則として 2歳～12歳）  

保護者が疾病等の事由により、宿泊での養育を必要とする時に児童の食事その他身の回

りの世話･生活指導等を行い、家庭的な環境で児童を短期間お預かりする事業です。  

◇トワイライトステイ（原則として 2歳～12歳）  

保護者が社会的事由等により、帰宅が夜間に及ぶ時に児童の食事その他身の回りの世

話・生活指導等を行い、夜 10時までお預かりする事業です。  

子ども家庭支援センター（☎724-4419）で利用相談を受け付けます。 

担当：子ども生活部子ども家庭支援センター 

子育て情報誌「のびっこ」 

町田市の保育所・幼稚園、保健事業、手当・医療費助成制度、相談窓口、病院、公共施設

などの子育て情報をまとめた冊子を作成し、「こんにちは赤ちゃん訪問事業」の訪問先や3・

4ヶ月健康診査の時に健康課を通して配布しました。また、希望者に無償配布を行いました。         

担当：子ども生活部子育て推進課 

 

 

 

 

担当：子ども生活部子育て支援課 

病児・病後児保育 

■病児保育  

病気にかかっている児童を医師の指示に基づいて医療機関に併設した専用の施設で一

時預かり保育を行いました（事前に利用登録が必要）。  

■病後児保育 

  「病気回復期」にあり、医療機関による治療の必要はないが、安静の必要がある児童を

保育所に併設した専用施設で一時預かり保育を行いました（事前に利用登録が必要）。  

担当：子ども生活部子育て推進課 

） 

 

 

 

 

 

担当：子ども生活部子育て支援課 

子どもセンターの子育て支援事業 

各子どもセンターでは、乳幼児とその保護者を対象にしたキッズアタック（ばあん）、ぽ

っぷんたいむ（つるっこ）、ぱわぱふたいむ（ぱお）などの子育て支援の事業を実施しまし

た。          

担当：子ども生活部児童青少年課 

 

 

 

 

 

担当：子ども生活部子育て支援課 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

市民部 

ママと赤ちゃんのため

の教室「赤ちゃんと一

緒に学ぼう！」 

乳幼児の親が、子どもと一緒の部屋、しかも子どもの心や

身の回りの危険などの内容について学べるという企画で、

境遇を同じくする親同士のコミュニケーションにもつながりま

した。 

0 歳児～2 歳

児とその保

護者 

町田市民 

フォーラム 

市民協働推進課 

消費生活センター 

保健所 

結核児童の療育給付 
結核にり患した 18 歳未満の方に対し、入院医療に要する費

用等を負担するものです。 

結核にり患

し、入院を必

要とする 18

歳未満の方 

― 保健予防課 

3～4 ヶ月児健康診査 
各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する乳

幼児 

・健康福祉会館 

・鶴川分館 

・小山市民セン

ター 

保健予防課 

6～7 ヶ月児健康診査 
各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する乳

幼児 
契約医療機関 保健予防課 

9～10 ヶ月児健康診査 
各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する乳

幼児 
契約医療機関 保健予防課 

1 歳 6 ヶ月児健康診査 
各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する乳

幼児 

・健康福祉会館 

・鶴川分館 

・小山市民セン

ター 

保健予防課 

3 歳児健康診査 
各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する乳

幼児 

・健康福祉会館 

・鶴川分館 

・小山市民セン

ター 

保健予防課 

乳幼児経過観察健診 
各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する乳

幼児 
健康福祉会館 保健予防課 

発達健康診査 
各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する乳

幼児 
健康福祉会館 保健予防課 

子育てひろば事業 

在宅で子育てをされている家庭を対象に、市内保育所等を会場に、親子で遊びながら子育

ての楽しさを感じたり、親同士・子ども同士の交流を深めたり、さまざまな情報交換ができ

る機会を提供しました。また、親子で同年齢のクラスに入り、保育所の生活を体験すること

ができます（要予約・食事代）。食事・排泄・睡眠・言葉・遊び・友だち…子育てのことな

ら何でも相談を受け付けています。 

担当：子ども生活部子育て推進課 

 

 

 

担当：子ども生活部子育て支援課 
子育てひろばカレンダー 
「子育てひろばカレンダー」は、各保育所のいろいろなイベント情報等を市内 5 地域（南、
町田、鶴川、堺、忠生）に分けて毎月紹介している情報誌です。掲載している保育所や各公
共施設等で配布しています。また、町田市公式ホームページの「子育てひろばカレンダー」
（下記 URL）からも閲覧できます。 
 http://www.city.machida.tokyo.jp/kodomo/sodan/hiroba_annail.html   

担当：子ども生活部子育て推進課 

 

 

 

 

 

 

担当：子ども生活部子育て支援課 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

保健所 

妊婦・乳幼児精密健康

診査 

各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する妊

婦と乳幼児 
契約医療機関 保健予防課 

離乳食・幼児食講習会 母子の健康増進を図るために実施しました。 

該当する妊

婦とその保

護者 

健康福祉会館 保健予防課 

健康教育 母子の健康増進を図るために実施しました。 

該当する妊

婦とその保

護者 

市内 保健予防課 

虫歯予防教室 虫歯予防の関心を高めるために実施しました。 
該当する乳

幼児 
健康福祉会館 保健予防課 

乳幼児栄養食品支給 母子の健康増進を図るために実施しました。 
該当する乳

幼児 
健康福祉会館 保健予防課 

予防接種 
乳幼児の疾病の予防、まん延防止のため予防接種・予防接

種助成を行いました。 

該当する乳

幼児 

・健康福祉会館 

・市民センター  

・指定医療機関 
保健予防課 

未熟児養育医療 

未熟児が満 1 歳児までに入院養育を必要とする場合、入院

医療助成のための医療券の申請を受理し、保健所に進達し

ました。 

2000ｇ未満

で出生した

乳児等 

・健康福祉会館  

・市庁舎健康課 
保健予防課 

子ども生活部 

児童手当支給事業 
中学校 3 年生修了までの児童を養育している保護者に手当

を支給しました。 

保護者の所

得制限なし 
― 

子ども総務課 
手当・医療費助成係 

乳幼児医療費助成事

業 

小学校就学前児童が健康保険で診療を受けたときの自己

負担額を助成しました。 

保護者の所

得制限なし 
― 

子ども総務課 
手当・医療費助成係 

義務教育就学児医療

費助成事業 

小学生、中学生が健康保険で診療を受けたときの自己負担

額の一部を助成しました。 

保護者の所

得が限度額

未満の者 

― 
子ども総務課 
手当・医療費助成係 

小児慢性疾患の医療

費助成 

18 歳未満の小児慢性対象疾患の健康保険診療による自己

負担額の一部を助成しました。 
― ― 

子ども総務課 
手当・医療費助成係 

幼児教育奨励事業 
4 歳～5 歳児で無認可の幼児施設に通う幼児や在宅幼児の

保護者に手当を支給しました。 
― ― 

子ども総務課 
手当・医療費助成係 

幼稚園就園奨励事業 
私立幼稚園に幼児を通園させている保護者に補助金を交

付しました。 
― ― 

子ども総務課 
手当・医療費助成係 

私立幼稚園等園児保

護者保護事業 

私立幼稚園に幼児を通園させている保護者に補助金を交

付しました。 
― ― 

子ども総務課 
手当・医療費助成係 

私立幼稚園等入園促

進事業 

私立幼稚園に入園した幼児の保護者に補助金を交付しまし

た。 
― ― 

子ども総務課 
手当・医療費助成係 

大気汚染医療費の助

成 

18 歳未満で慢性気管支炎・気管支ぜん息・ぜん息性気管支

炎・肺気腫およびこれらの続発症の治療に対し健康保険が

適用された後の自己負担を助成しました。なお、気管支ぜ

ん息については全年齢を対象としています。 

・東京都内に

引き続き 1 年

以上(3 歳児

未満は 6 ヶ月

以上)住所を

有する方 

・申請日以降

喫煙しない方 

・健康保険に

加入されてい

る方 

― 
子ども総務課 
手当・医療費助成係 

休日保育 

年末・年始（12 月 29 日～1 月 3 日）を除く休日や祝日に

仕事や介（看）護、または冠婚葬祭などの社会的理由で

子どもの保育ができない場合に利用できるもの（事前に

利用登録が必要）で、わかば保育園で実施しました。    

・市内認可保

育所在園児 

・市内就学前

児童 

わかば保育園 子育て支援課 

生涯学習部 

乳幼児を持つ保護者

のための講座 

日頃の子育てに不安や悩みを感じている保護者が、育児に

ついての知識を身に付けたり、他の参加者と話合いを行うこ

とで、子育てを楽しみながらできるようになることをねらいと

して実施しました。連続講座形式であり、6-7 月は全 8 回、

10-11 月は全 6 回開催しました。 

乳幼児（8 ヶ

月以上 2 歳

まで)の保護

者  

生涯学習セン

ター 
生涯学習センター 

幼児を持つ保護者の

ための講座 

日頃の子育てに不安や悩みを感じている保護者が、育児に

ついての知識を身に付けたり、他の参加者と話合いを行うこ

とで、子育てを楽しみながらできるようになることをねらいと

し、全 6 回の連続形式で開催しました。 

幼児(2 歳以

上就学前ま

で)の保護者 

生涯学習セン

ター 
生涯学習センター 

 
妊婦・乳幼児精密健康

診査 

各健診で乳幼児の健康増進、疾病の早期発見と保護者へ

の育児支援を行いました。 

該当する妊

婦と乳幼児 
契約医療機関 保健予防課 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

生涯学習部 

小学生を持つ保護者の

ための講座 

保護者自身が親の役割や、子どもの心の理解など、家庭での教

育について、講師の話や参加者同士での話し合いを通じて理解

を深め、子育てに対する前向きな気持ちを持ってもらうことをね

らいとし、全 6 回の連続形式で開催しました。 

小学生以下

の子どもの保

護者 

生涯学習センタ

ー 
生涯学習センター 

中学生をもつ保護者の

ための講座 

思春期の子どもたちが置かれている現状や心理を知り、子育て

の悩みや不安を解消するきっかけとなる講座を、全 4 回の連続

形式で開催しました。 

小・中学生の

保護者 

生涯学習センタ

ー 
生涯学習センター 

「あかちゃんとたのしむ

絵本」事業 

乳幼児におすすめの本をピックアップしたパンフレットを作成し、

図書館等で配布しました。また、健康課に依頼し、母子バックに

入れて配布も行いました。 

― ― 図書館 

 

 

◆Ⅱ－１－個別目標３ 男女共同の子育てを進める  

【 個別目標の解説 】 

夫婦が協力して子育てできるようにします。 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

市民部 

父子レザークラフト教室 
小学校低学年の子どもと父親で皮細工を協力して作り、父親と

協力しながらいっしょに楽しみました。 

小学 1 年生～

小学 3 年生の

児童と父親 

市民フォーラム 

市民協働推進課 

男女平等推進センタ

ー 

子どもを伸ばす父親に

なる！～どこまで飛ばせ

る？紙飛行機～ 

第 1 回は父子で協力して、より遠く長く飛ぶ紙飛行機を作り、第 2

回はその飛行機の作り方を年下の子どもに教えて、飛距離や滞

空時間を競いました。 

小学 1 年生～

小学 3 年生の

児童と父親の

ペア 

未就学児と父

親のペア 

健康福祉会館

講習室 

芹が谷公園 

市民協働推進課 

男女平等推進センタ

ー 

保健所 両親学級 
妊娠中の健康管理・栄養・お産の正しい知識・産後の注意・新生

児の保育指導を行い、母子の健康増進を図りました。 
妊婦と夫 健康福祉会館 保健予防課 

 

 

◆Ⅱ－１－個別目標４ 親の悩みを支える  

【 個別目標の解説 】 

      子育て中の親が悩みや不安について身近な場所で気軽に相談できるようにし 

ます。 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

育児について気軽に相談できる相手が

いなかったと答えた保護者の割合 
％ 0.4 1.1 2.1 

市民意識調査 

（政策経営部企画政策課） ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援ネットワーク連絡会 

児童虐待の発生予防から早期発見・対応、アフターケアに至るまでの総合的な支援を行う

ため福祉・医療・保健・教育・警察等の関係機関で構成されているネットワークです。関係

機関と地域が一体となって、要保護児童等を支援するために、情報交換・支援の具体策の検

討などを地域ごとに定期的に行いました。    

担当：子ども生活部子ども家庭支援センター 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 

子育てママのしゃべり

場 

育児不安やストレスを抱えて悩んでいる人に、共感・共有の

場を提供することで、様々な子育て支援につながり、虐待予

防および育児不安の解消を図りました。 

子育て中の

母親 

子ども家庭支

援センター 

子ども家庭支援セ

ンター 

啓発冊子・ひとりで悩

んでいませんか？ 
児童虐待の防止・予防のための啓発冊子を作成しました。 ― ― 

子ども家庭支援セ

ンター 

学校教育部 

【再掲】教育相談 

教育相談は、来所相談、電話による相談、出張相談の 3 つ

の相談形態があります。不登校、集団不適応、友人関係、

発達に関すること、学習に関すること、生活面に関すること、

いじめ、体罰等、学校生活や家庭生活等に関する問題につ

いて相談に応じました。 

幼児から 18

歳 ま での 子

ど も と 保 護

者、学校・保

育 園 ・ 幼 稚

園関係者 

教育センター 教育センター 

就学・進学相談 

小学校への就学、中学校への進学の際に、何らかの障がい

のある子どものために、個々の特性に合わせた教育支援を

保護者と共に考えました。就学相談会は 16 回、進学相談会

は 17 回行いました。 

2015 年 4 月

に 就 学 、 進

学 す る 児 童

の保護者 

教育センター 教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健予防課の相談事業（乳幼児・母性相談、来所相談、電話相談） 

乳幼児とその保護者を対象に、発育・発達、育児方法や食事、虫歯予防、家族の健康につ

いて、関係する専門家による相談を行いました。 

担当：いきいき健康部保健予防課 

 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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■重点目標２ 親が働くことを支える 

【 重点目標の解説 】 

子育て中の親が就労と子育てを両立できるようにします。 
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◆Ⅱ－２－個別目標１ 保育支援 

【 個別目標の解説 】 

子育て中の親が子どもを預ける様々な保育サービスを選択することができ、 

安心して働くことができるようにします。 

 

保育所の入所待機児の解消 

 町田市では、保育所待機児の解消が大きな課題となっています。待機児童数は、上の表【保

育所待機児童数と定員数の推移】のように推移しています。町田市では、保育所（20年間期

間限定認可保育所）の新規開設、既存の保育所の定員増などの施策を進めていますが、待機

児童の解消には至っていません。 

                  担当：子ども生活部子育て推進課 

各年 4 月現在 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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一時保育事業 

冠婚葬祭等の急な用事、保護者・家族の入院・通院・介護等で家庭での保育ができない、 
リフレッシュに時間がほしい等の理由により、一時的に保育することが困難な時に児童を 
保育所で預かりました（事前に利用登録が必要）。    

担当:子ども生活部保育・幼稚園課 

  

 
 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課 

 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

保育所待機児童数 人 293 257 203 

子ども生活部 

子育て推進課 

各年度 4 月現在 保育所定員数 人 5,283 5,668 6,041 

認可外保育施設入所児童数 人 369 366 340 

預かり保育実施幼稚園数 園 14 14 14 ― 

ファミリー・サポート・センター利用件数 件 9,757 7,904 7,362 ― 

小学校区に対する学童保育クラブ設置数 箇所 43/42 43/42 43/42 
子ども生活部 

児童青少年課 
― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末保育 

12月 29日、30日に保護者が就労のために保育が必要な乳幼児を預かる事業で、市立保育
所 1園（町田保育園）で実施しました。 

担当：子ども生活部子育て推進課 

  

 
 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課 

 

ファミリー・サポート・センター事業 

 子育てを支援するための「育児援助を受けたい者（依頼会員）」と「育児援助を行ないた

い者（援助会員）」との相互援助活動を行う会員組織です。保育所・幼稚園の開始前または終

了後の保育、保育所・幼稚園等への送迎、その他、子育てのための必要な援助（保育）等の

補助的、臨時的な活動を行いました。 

            担当：子ども生活部子育て推進課 

  

 

 

 

定期利用保育事業 

 認可保育所の入園の要件（週 3 日以上でかつ 4 時間以上児童の保育が出来ない）には満た

ないが、定期的に児童の保育が出来ないといった需要に対応する事業で、2012 年 11 月から

事業を開始しました。 

                  担当：子ども生活部保育・幼稚園課 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 保育所等入所事務 
保育所の入所申請や入所相談を行う。入所申請について

は、毎月開催の選考会議を経て、保育所入所決定を行う。 

市内幼稚園

在園児 
― 保育・幼稚園課 

 

 

【 認可保育所在籍児童数の推移 】（各年度４月１日現在）     （単位：人／％） 

区分 年度 定員 ０歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 計 入園割合 

法 

人 

立 

2009  3,674  366  585  692  753  787  794  3,977  108.2% 

2010  3,927  394  628  759  781  758  800  4,120  104.9% 

2011  4,245  406  683  836  883  838  818  4,464  105.2% 

2012  4,618  443  762  931  904  944  866  4,850  105.0% 

2013  5,003 461 816 990 1,022 974 966 5,229 104.5％ 

2014  5,514 465 889 1,067 1,069 1,087 1,001 5,578 101.2％ 

2015 5,865 504 999 1,181 1,169 1,197 1,216 6,261 106.8％ 

公 

立 

2009  765  33  88  119  164  189  195  788  103.0% 

2010  775  35  92  124  162  180  196  789  101.8% 

2011  805  39  100  138  170  179  178  804  99.9% 

2012    665※ 33  73  103  134  159  157  659  99.1% 

2013  665 32  72  99  137  133  154  627  94.3%  

2014    527※ 31  66  84  107  109  110  507  96.2%  

2015 527 32 65 83 103 106 107 501 95.1％ 

合 

計 

2009  4,439  399  673  811  917  976  989  4,765  107.3% 

2010  4,702  429  720  883  943  965  996  4,936  105.0% 

2011  5,050  445  783  974  1,053  1,017  996  5,268  104.3% 

2012  5,283  476  835  1,034  1,038  1,103  1,023  5,509  104.2% 

2013  5,668 493  888  1,089  1,159  1,107  1,120  5,856  103.3%  

2014  6,041 496  955  1,151  1,176  1,196  1,111  6,085  100.7%  

2015 6,392 536 1,064 1,264 1,272 1,303 1,323 6,762 105.8％ 

※ 公立保育所を2012 年度に2 園、2014 年度に2 園、民営化したため、公立保育所の定員数が減少しています。 

 

学童保育クラブ 

仕事をしているなどの理由で保護者が日中不在となる、市内に在住する小学校 1年生から 3
年生（ただし、障がいのある児童について、市長が特に必要と認めたときは 6年生）までの
児童を預かり、保育しました。 

担当:子ども生活部児童青少年課 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

定員 4,439 4,702 5,050 5,283 5,668 6,041 6,993

実績 4,765 4,936 5,268 5,509 5,856 6,130 6,762
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【認可保育所在籍児童数の推移】

定員

実績

 

 

 

【 学童保育クラブ入会児童数の推移 】（各年度４月１日現在）   （単位：箇所／人） 

年 度 
町田市 社会福祉協議会 その他法人 合計 

クラブ数 児童数 クラブ数 児童数 クラブ数 児童数 クラブ数 児童数 

2009 6 424 13 909 24 1,553 42 2,886 

2010 6 375 13 905 24 1,574 43 2,854 

2011 6 385 13 920 24 1,616 43 2,921 

2012 6 389 13 903 24 1,645 43 2,937 

2013 5 325 13 934 25 1,787 43 3,046 

2014 5 351 13 945 25 1,932 43 3,228 

2015 5 361 13 992 25 2,029 43 3,382 

 

各年 4 月1 日現在 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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◆Ⅱ－２－個別目標２ サービスの質の向上と効果的・効率的な提供の充実 

【 個別目標の解説 】 

     ① 保育施設がサービスの質の向上と外部評価の受診を行い、その結果が利用者に提供されるよう

にします。 
部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 
定期利用保育事業 

【再掲】 

認可保育所の入園の要件（週 3 日以上でかつ 4 時間以上児童

の保育が出来ない）には満たないが、定期的に児童の保育が出

来ないといった需要に対応する事業で、2012 年 11 月から事業を

開始しました。 

就学前児童 市内保育所 保育・幼稚園課 

重点目標３ きめ細やかな支援が必要な家族を支える 

【 重点目標の解説 】 

きめ細かな支援が必要な子どもと家族が必要な支援を必要な時に受けることが 

できるようにします。 

◆Ⅱ－３－個別目標１ 障がいのある子どもと家族への支援 

【 個別目標の解説 】 

障がいのある子どもと家族がいろいろな生活の場面で必要な支援を受けることができるよ

うにします。 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

障がい児通園促進事業の対象となった

幼稚園児数（のべ） 
人 1,494 1,777 1,991 

子ども生活部 

保育・幼稚園課 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども発達センターすみれ教室 

すみれ教室は、発達に遅れや心配のある就学前の乳幼児に対して、専門的な指導により、身体的・精神的な発

達を助長し、基本的な生活習慣、社会への適応を図ることと、その保護者を支援することを目的としています。 

その沿革は、1971 年 8 月、心や身体にハンディキャップのある乳幼児の保護者から「市内に心身障がい児のた

めの生活並びに訓練の場を作って欲しい」との切実な願いがきっかけとなって、同年 12月「町田市心身障害児を

守る会（すみれ会）」の結成と同時に、市から福祉会館の一室と機械器具の提供を受けて保護者運営の教室「すみ

れ教室」としてスタートし、障がいのある子どもを持つ親同士の連帯をつくる場としての役割をも果たしてきま

した。 

その後、すみれ会から「未就学児の唯一の施設であるため一層の発展を」との要望を受け、1972 年 8 月、旧さ

るびあ図書館を改造、移転。1972年 10月に町田市療育機関として位置づけされ、職員と施設の充実を図り、1983

年 4月の「すみれ会館」の完成により全面移転し、親子通園施設として今日に至っています。 

この約 40年の間に、通園児の増加・低年齢化・幼稚園や保育所の受け入れの拡大、相談部門のニーズの増加な

どに対し、教室の規模は大きくなりサービス内容も多様になってきました。2004 年 4 月には、事業の一部を定員

40 名の措置通園部門（児童福祉法第 7 条に定める知的障害児通園施設）として開設し、施設の名称も「町田市子

ども発達センターすみれ教室」と改めました。 

 障害者自立支援法の施行に伴い、2006年 10月に児童福祉法が改正され、措置制度から契約方式に変わりました。

これに伴い、当センターの措置通園部門も認可通園部門へ呼称を変更しました。認可通園部門の知的障害児通園

施設は、児童福祉法の改正により、2012年 4月から児童発達支援センターになっています。 

◇所在地 町田市中町 2-13-14 

担当：子ども生活部すみれ教室 

 

 

 

障がい児の幼稚園通園の促進 

医療機関等で特別な配慮・個別的な配慮を必要とするとの診断を受けた児童を受け入れている市内の私立幼稚園

に対し、受入の人数に応じて経費の一部を市が負担しました。 

担当：子ども生活部保育・幼稚園課 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

地域福祉部 

障害児福祉手当 
20 歳未満で身体または精神に重度の障がいがあるため、

日常生活に常時介護が必要な人に支給しました。 

20 歳未満で 

身体または 

精神に重度

の障がいの

ある方 

― 
障がい福祉課 

障がい総務係 

特別児童扶養手当 
日常生活に著しい制限を受ける 20 歳未満の障がい児を養

育している人に支給しました。 

20 歳未満で、

日常生活に

著しい制限を

受ける障が

い児を養育し

ている方 

― 
障がい福祉課 

障がい総務係 

重度心身障害者手当 
常時複雑な介護を必要とする障がい児、障がい者に対し支

給しました。 

常時複雑な 

介護を必要 

とする障がい

児、障がい者 

― 
障がい福祉課 

障がい総務係 

障がい児スポーツ教

室 

障がいのある小学生以上の方を対象に、年間 36 回程度ス

ポーツ教室を開催しました。 

小学生以上

の障がいの

ある方 

・サン町田旭

体育館 

・すみれ教室 

障がい福祉課 

障がい総務係 

障がい児者水泳教室 
障がいのある小学生以上の方を対象に、夏休みの期間に

水泳教室を開催しました。 

小学生以上

の障がいの

ある方 

すみれ教室 
障がい福祉課 

障がい総務係 

障がい者スポーツ大

会 

11 月 3 日に市内の障がいのある方を対象に、スポーツ大

会を開催しました。 

障がいのあ

る方 

町田市立 

総合体育館 

障がい福祉課 

障がい総務係 

子ども生活部 

自立支援医療（育成

医療） 

18 歳未満の肢体不自由等の機能障がいのある方で、手術

等により障がいの改善が見込まれる場合の健康保険で診

療を受けたときの自己負担額の一部を助成しました。 

― ― 

子ども総務課 

手当・医療費助成

係 

児童育成手当(障がい

手当) 

脳性麻痺/進行性筋萎縮症、最重度～中度の知的障が

い、2 級以上の身体障がい等の障がいをもつ 20 歳未満の

児童を養育している人に支給しました。 

・児童が施

設に入所し

ていないこと 

・所得限度

額を超えて

いないこと 

― 

子ども総務課 

手当・医療費助成

係 

療育指導 

心身の発達に遅れやその心配のある乳幼児を持つ保護者

からの相談を受け、発達を促すための指導・助言を行いま

した。 

0 歳児～6 歳

児までの就

学前児童 

すみれ教室 すみれ教室 

保護者研修 

現在利用している乳幼児の保護者を対象に、子どもの発達

に関することや就学後の進路について学び考えるための

研修を実施しました。 

利用者の保

護者 
すみれ教室 すみれ教室 

療育セミナー 

幼稚園・保育園・学童保育クラブなどの職員に、障がいに

対しての理解や援助の方法を学ぶための講演会を開催し

ました。 

幼稚園・保

育所・学童

保育クラブ

などの職員 

すみれ教室 すみれ教室 

出張相談（訪問相談） 
町田市内の保育園に直接出向き、発達に心配のある子ど

もの集団での様子を捉え、対応助言等を行いました。 
保育園 保育園 すみれ教室 

出張相談（地域ケース

検討会） 

児童精神科医師を助言者として市内 5 地域において事例

の検討会を行い、職員や園の対応の仕方について検討会

を実施しました。 

保育園・幼

稚園 

各市民センタ

ー・市庁舎 
すみれ教室 

療育体験会 
町田市内の保育園職員を対象に一日療育体験を行いまし

た。 
保育園職員 すみれ教室 すみれ教室 

学校教育部 【再掲】教育相談 

教育相談は、来所相談、電話による相談、出張相談の 3 つ

の相談形態があります。不登校、集団不適応、友人関係、

発達に関すること、学習に関すること、生活面に関するこ

と、いじめ、体罰等、学校生活や家庭生活等に関する問題

について相談に応じました。 

幼児から 18

歳までの子

どもと保護

者、学校・保

育園・幼稚

園関係者 

教育センター 教育センター 

 

 

 

 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 
部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

学校教育部 
【再掲】就学・進学相

談 

小学校への就学、中学校への進学の際に、何らかの障が

いのある子どものために、個々の特性に合わせた教育支

援を保護者と共に考えました。就学相談会は 16 回、進学相

談会は 17 回行いました。 

2015 年 4 月

に就学、進

学する児童

の保護者 

教育センター 教育センター 

生涯学習部 図書の点字・音訳 

視覚に障がいのある子どもの読書のため、または視覚障

がいの親が子どもに読み聞かせができるようにするため、

ご希望の本を点訳、音訳し、提供しました。2014 年度実績：

絵本に点字説明や毛糸（輪郭線）等を貼って、触って楽しめ

るようにしたものを 163 冊貸出しました。 

町田市在住 

・在学・在勤

の方 

中央図書館 図書館 

 

【 すみれ教室通園児童数の推移 】            （単位：人） 

年度 親子通園部門 相談部門 認可通園部門 

2009 142 543 40 

2010 133 582 40 

2011 129 674 40 

2012 161 755 40 

2013 157 854 40 

 
◆Ⅱ－３－個別目標２ ひとり親家庭への支援 

【 個別目標の解説 】 

ひとり親家族が自立し、経済的な不安を持つことなく生活や子育てすることが
できるようにします。 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 

ひとり親家庭等医療

費助成制度 

平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた(一定の障がいのある場

合は 20 歳の誕生日の前日までの)児童を養育しているひと

り親家庭、または父か母が重度の障がいを有する家庭に

対して、保険の自己負担分の医療費を助成しました。 

・生活保護

を受けてい

ないこと 

・所得限度

額をこえて

いないこと 

― 

子ども総務課 

手当・医療費助成

係 

児童育成手当(育成手

当) 

平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた児童を養育しているひと

り親家庭、または父か母が重度の障がいを有する家庭に

対して、手当を支給しました。 

・児童が施

設に入所し

ていないこと 

・所得限度

額を超えて

いないこと 

― 

子ども総務課 

手当・医療費助成

係 

児童扶養手当 

平成 8 年 4 月 2 日以降に生まれた(一定の障がいのある場

合は 20 歳の誕生日の前日の属する月までの)児童を養育

しているひとり親家庭に対して、手当を支給しました。 

･公的年金を

受けていな

いこと 

･児童が施

設に入所し

ていないこと 

･所得限度

額を超えて

いないこと 

― 

子ども総務課 

手当・医療費助成

係 

 

◆Ⅱ－３－個別目標３ 外国籍家族への支援 

【 個別目標の解説 】 

外国籍家族が言語・文化の違いやコミュニケーション不足についての不安を 

持つことなく生活や子育てをすることができるようにします。 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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◆Ⅱ－３－個別目標４ 被虐待児（ＤＶ家族児童を含む）と家族への支援 

【 個別目標の解説 】 

虐待を受けた子どもと子どもを虐待した家族が立ち直るための支援を受ける 

ことができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 各種リーフレット配布 
虐待の相談として、各種リーフレットを配布し、相談窓口の

周知を図りました。 
―  ― 

子ども家庭支援セ

ンター 

【子ども家庭支援センターの相談件数の推移】             （単位：件） 

年度 被虐待 養護 発達発育 育成 非行等 その他 合計 

2009 120 287 33 220 10 348 1,018 

2010 205 268 39 172 10 351 1,045 

2011 142 284 23 224 10 379 1,062 

2012 238 267 32 166 8 410 1,121 

2013 391 298 24 205 14 879 1,811 

2014 405 198 8 154 11 1313 2,089 
※ 2012 年度から、その他の集計方法を変更しました。それに伴い、2011 年度以前の数値については、新しい方法で集計した数値

に修正しています。 

※ 相談件数には電話相談を含みます。 

 

子ども家庭支援センター 

子どもや家庭の問題に総合的に対応する相談機関です。0歳から 18歳未満のお子さんとそ

の家庭のあらゆる相談に応じます。児童虐待をはじめとする子どもを取り巻く様々な問題に

対処するため、関係機関や地域と緊密な連携をとりながら子育てを支援しています。ショー

トステイ、トワイライトステイ、育児支援ヘルパー派遣等のサービスを行っています。 

担当：子ども生活部子ども家庭支援センター 

基本目標Ⅱ 子どもが安らいでいる家族があり、家族が地域とつながっている 
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◎基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 

■重点目標１  人と人が関わりつながる場をつくる(家庭・施設・学校・地域・行政の協働) 

【 重点目標の解説 】 

① 子育てをしている親と地域の人が、子どもは地域の支えあいの中で育つという

ことを理解できるようにします。 

② 子どもと子育てをしている家族が地域の人と絆を深めることができるように

します。 

 

◆Ⅲ－１－個別目標１ 地域の人材育成と人材活用 

【 個別目標の解説 】 

青少年活動を指導することのできる大人と子どもが地域で育ち、地域で青少年

を対象とした活動が活発に行われるようにします。 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 

ことことごはん 

食材から料理になる工程を体験し、食育への関心をもって

もらうことを目的に調理活動を実施しました。ボランティア

の元板前講師による指導で、ルーを使わないカレーや鮭

捌きからちゃんちゃん焼き作りや、だしとりと手打ちうどん

作りなどを体験しました。（全 7 回） 

小 学 生 ～

18 歳 

子どもセンター 

ただ ON 

児童青少年課 

子どもセンター 

ただ ON 

ひなた村まつり 

市内の社会教育団体、ボーイスカウト、福祉団体などに協

力いただき、ひなた村で活動している子どもたちや利用団

体の成果の発表の場として春と秋に開催しました。成果発

表のほか遊び、工作などで訪れた方に一日ひなた村で楽

しんでいただきました。 

― ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

糸のこ教室 

成人・親子を対象とした子ども向けの木製おもちゃ作り講

習会を実施しました。地域の大人と子どもが助け合いなが

ら一緒におもちゃ作りを行いました。 

小学生以

上（小学 2

年生以下

は保護者

同伴） 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

建設部 
アダプト･ア･ロード事

業 

市が管理する道路を、市民の皆さんの手でより良い空間

にしようとする事業で、市と協定を結んだ地域団体が、ボ

ランティアで管理活動を行います。 

この地域団体の中に中学校や高等学校があり、市内の中

高生が道路用地での園芸活動等を行っています。 

・中学生 

・高校生 

町田市内の道路

及び道路用地 
道路管理課 

生涯学習部 
まちだ市民大学 HATS

人間学 

現代の人間関係や地域コミュニケーションの再生について

学ぶことをねらいとした全 11 回の連続講座において、第 2

回で「子どもにやさしいまち・学びの場をつくる」を、第 3 回

で「地域で子どもを育てることは、地域を作ること」をテーマ

にした講義を開催しました。 

町田市在

住・在学・

在勤の方 

生涯学習センター 生涯学習センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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◆Ⅲ－１－個別目標２ 地元事業所・商店の関わり 

【 個別目標の解説 】 

子どもや親が地元事業所・商店会・商店を利用した子育て支援を受けることが

できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

生涯学習部 夏休み青少年映画会 
夏休みこどもフェアの一環として、「ライラの冒険黄金の羅針

盤」を上映しました。 

・小学生 

・中学生 

・高校生 

中央図書館 図書館 

 

◆Ⅲ－１－個別目標３ 体験できる場（多様な体験ができる機会を増やす） 
【 個別目標の解説 】 

子どもが様々な体験や人との関わりから学び成長していくことができるよう
にします。 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

冒険遊び場の数 箇所 8 
（うち出前 5） 

8 
（うち出前 3） 

10 
（うち出前 6） 

子ども生活部 

児童青少年課 
― 

自分の子どもが野外活動やボランティ

アの活動に参加した保護者の割合 
％ 28.1 30.8 23.3 

市民意識調査 

（政策経営部企画政策課） 
― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 

子どもセンターばあんの「子どもまつり」 

子どもセンターばあんでは、子どもまつりとして「たんじょう祭」「夏まつり」「冬まつ

り」（3大祭りと呼んでいます）を毎年行っています。このおまつりは、子ども委員会、運営

委員会をはじめ、自治会・民生委員・「ばあんの会」等地域の方々との協働による、地域の

イベントとして実施しました。  
担当：子ども生活部児童青少年課（子どもセンターばあん） 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課 

 

 

担当：子ども生活部児青少年課 

 

 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課・生涯学習部社会教育課 

多摩･島しょ広域連携活動助成金事業 

多摩・島しょ広域連携活動助成金を活用した町田市・多摩市・稲城市の連携による事業。 

 

■音楽の世界を感じてみよう！触れてみよう！1日子ども音楽会 

 プロのオーケストラによる音楽公演と「楽器体験」「トランペット工作体験」「リトミック

体験」の3教室を開催しました。楽器体験教室では、最終日に観客の前で練習の成果を披露

しました。 

 

■ファッションデザイン、ファッションモデルを体験しよう！ 

専門家を講師に招き、Ｔシャツリメイクやモデルウォーキング等の服飾デザイン、ショー

モデル体験ワークショップを実施しました。その集大成としてファッションショーイベント

への出演を体験しました。 

担当：子ども生活部子ども総務課 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 
 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども 

生活部 

キャンプ 
キャンプは「サマーキャンプ」と、「火のキャンプ」を実施

しています。 

小学 4 年生～ 

18 歳 
市内・市外 

児童青少年課 

子どもセンターつ

るっこ 

町田市一周 78 ㎞チャ

レンジハイク 

2 泊 3 日かけて、町田市一周 78ｋｍを一周するチャレン

ジプログラムを行いました。子どもたちは、町全体を感

じながら、グループで協力し、達成する喜びと満足感・

自信を得ることができました。 

小学 5 年生～

18 歳 
市内 

児童青少年課 

子どもセンターつ

るっこ 

みんなで目指そう大

地沢 25 キロ 

ばあんから大地沢までの 25 キロの道のりを歩ききるこ

とで達成感を仲間と共有しました。 

小学 4 年生～ 

18 歳 
市内 

児童青少年課 

子どもセンターば

あん 

はじめてのキャンプ 

冬キャンプ 

自然の中での不便な生活を通して、協力する大切さや

工夫する面白さを知ることや、いろいろなことにチャレン

ジする目的に野外炊飯やグループゲームやハイキング

を実施しました。 

小学 3 年生～ 

18 歳 
市内施設 

児童青少年課 

子どもセンターた

だ ON 

プログラムサービス 

地域の子ども会を主な対象とし、野外炊飯・工作・遊び

などを、子ども会と職員とが協力してプログラム作りを

行い、実施しました。夏休みには夜間にキャンプファイ

ヤーも実施しました。 

子ども会等の

団体 
ひなた村ほか 

児童青少年課 

ひなた村 

フレッシュコンサート 

玉川大学吹奏楽団の協力のもと、市内の小学生～高

校生の部活動の発表の場として開催している音楽会で

す。出演者自らが運営・進行を行うことにより自主性を

育てるとともに、他校との演奏交流による相互成長を目

的としています。 

・小学生 

・中学生 

・高校生 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

オータムウインドコン

サート 

玉川大学吹奏楽団の協力のもと、東京都吹奏楽コンク

ールにて金賞を受賞した市内中学校、高校の吹奏楽部

によるコンサートを実施しています。 

・中学生 

・高校生 
ひなた村ほか 

児童青少年課 

ひなた村 

感動のステージ 

青少年に音楽・演劇など一流の創作表現に接すること

により、創作表現に対する理解を深めてもらう機会を提

供しています。近年では国内外の著名な音楽家による

公演を実施しています。 

― ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

 

 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 

冒険遊び場への補助 

冒険遊び場活動を行う団体に補助金を交付し、その活動を支援しました。2014年度は、市
内の公園に常設型冒険遊び場を設置するとともに、事業拡充に向け補助要綱の見直しを実施
しました。 
 
【用語解説：冒険遊び場】 
落ち葉などの自然の素材を使って、子どもが「遊び」をつくる遊びの拠点です。地域の人たちが
中心となって運営し、全国で 200 ヶ所以上開催されています。            

担当：子ども生活部児童青少年課課 

中学 2 年生の職場体験 

総合学習の中で、事前に派遣先の事業所について調べ学習を行い、5日間就労体験をしまし

た。体験後、事業所へのお礼の文書および報告書を作成しました。 

担当：学校教育部指導課 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 
部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 

ひなた村劇団 

「初心者演劇教室」修了生からなる劇団でひなた村を中心

に自主的に活動しています。「初心者演劇教室」受講生と

の公演を行いました。 

「キンボール

教室」修了者 
ひなた村ほか 

児童青少年課 

ひなた村 

キンボールフォローア

ップ 

「キンボール教室」修了生を対象に、キンボールの審判が

可能になるレベルへの技術の向上を目指し、自主的に練

習を行いました。 

「巨大ボール

でゲームをし

よう」修了者 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

メリーゴーランド 

「一輪車でスイスイスイ」修了生を対象に、さらにステップ

アップした技の習得を目指し自主的に練習を実施しまし

た。「ひなた村祭」でその成果を披露しました。 

「一輪車でス

イスイスイ」修

了者 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

ひなた村シアター 
毎月 1 回、誰でも参加可能な子ども向け映画の上映を行

いました。 
― ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

チャレンジ教室「ひな

た村科学クラブ」 

青少年に科学分野への興味関心を持ってもらうため、自

然観察や機械工作などを実施しました。 
小・中学生 ひなた村 

児童青少年課 

ひなた村 

チャレンジ教室「森の

ジャングルジム」「ロー

プワークショップ」 

施設敷地の立ち木とロープを用いたジャングルジムを参

加者自身が作成し、遊ぶ自然体験型講座です。指導者向

けにロープワークを紹介するワークショップも実施しまし

た。 

小・中学生及

びその指導

者 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

チャレンジ教室「たき

びのじかん」 

既存のたきび事業が小学生とその保護者・指導者を対象

にしているため、未就学児や中学生以上の方も利用でき

るよう、誰でも参加可能なたきび事業を 2014年度より新設

しました。 

― ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

経済観光部 

タケノコほり体験 

公募した中学生以下の親子を対象に、竹林でタケノコほり

を実施し、緑豊かな小野路町奈良ばい谷戸の自然を体験

しました。 

中学生以下

の親子 

小野路町奈良

ばい谷戸 
北部丘陵整備課 

鶴見川源流探検隊 

（源流キャンプ） 

公募した小学生とその保護者を対象に、昆虫観察会や魚

とり、夜の保水の森散策などの日常ではなかなか味わえ

ない貴重な北部丘陵の自然を体験しました。 

小学生の親

子 

上小山田町 

鶴見川源流 

保水の森 

北部丘陵整備課 

里山散策とさつま芋ほ

り 

5 歳以上の子どもとその保護者を対象に、小山田緑地を

親子で散策し、北部丘陵の豊かな自然環境に触れ合い、

小野路の奈良ばい谷戸でさつま芋ほりを行いました。 

5 歳以上の親

子 

小野路町奈良

ばい谷戸 
北部丘陵整備課 

ドングリ植え 

小山田小学校 3 年生全員を対象に、どんぐり植栽体験、

地域の自然観察を実施し、北部丘陵が豊かな自然に恵ま

れている地域であることの理解を深めました。 

小山田小学

校 3 年生 

上小山田町 

鶴見川源流 

保水の森 

北部丘陵整備課 

植樹会 

小山田小学校 6 年生全員を対象に、自分たちが 3 年生の

ときに植えたドングリからできた苗木を卒業の記念として

山に植樹するとともに、保水の森の重要性を学びました。 

小山田小学

校 6 年生 

上小山田町 

鶴見川源流 

保水の森 

北部丘陵整備課 

米づくり体験 

公募した小学校 4 年生以上の親子を対象に、田んぼでの

米づくりを年間通して体験し、普段何気なく食べているお

米の出来る過程と大変さを学び、里山に興味・関心を持っ

てもらいました。 

小学校 4 年生

以上の親子 

小野路町奈良

ばい谷戸 
北部丘陵整備課 

学校教育部 小学校音楽鑑賞教室  

2005 年度より実施。音楽の授業の一環として 3 日間 6 回、

小学校 6 年生の児童を対象にプロのオーケストラの演奏

を鑑賞しました。 

市立小学校

に通う児童 

町田市民ホー

ル 
指導課管理係 

生涯学習部 

こどもえいが会 
本に親しみを持ってもらうため、映画を上映し、それに関

連する本を紹介しました。 

幼児～小学

生 

・中央図書館 

・木曽山崎図

書館 

・堺図書館 

図書館 

にんきものをさがせ 

こどものひろばの書架に、本に出てくるキャラクターに関

する問題を設置し、答えを本から探し出すウォークラリー

クイズ。年に 3 回、夏休み・春休み・冬休みにあわせて実

施しました。 

幼児～小学

生 
中央図書館 図書館 

よんだことをえにしち

ゃお 

本を読んで感じたことを絵にしてもらった読書感想画展。

夏休みに作品を募集し、秋に中央図書館こどものひろば

の壁面に作品を展示しました。 

幼児～小学

生 
中央図書館 図書館 

 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 
部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

生涯学習部 

ブックトーク 
それぞれ設定したテーマにあわせて、絵本・物語・知識の

本を紹介しました。 

幼児～小学

生 

・中央図書館 

・さるびあ図書

館 

・鶴川図書館 

・金森図書館 

・木曽山崎図

書館 

・鶴川駅前図

書館 

図書館 

1 日図書館員 

夏休み期間中に、希望者に図書館業務（本の配架、カウ

ンター業務、本の装備等）を 1 日体験してもらいました。

2014 年度から、新聞マイクロフィルムを閲覧する時間も設

けました。 

・中学生 

・高校生 
中央図書館 図書館 

子ども俳句教室 春 

秋 

日本の伝統文化である俳句に親しんでもらうために実施

しました。 
小学生 市内公園など 図書館（文学館） 

暑中見舞いはがき作

り 日本の季節感や文化を大切にしながら、思いを絵とことば

で表現することの楽しさを知ってもらうために実施しまし

た。 

・小学生 

・中学生 
文学館 図書館（文学館） 

子ども年賀状教室 
・小学生 

・中学生 
文学館 図書館（文学館） 

ダイナミック書初め大

会 

日本の伝統的な文化を知るとともに文字やことばについ

ての興味をもってもらうために実施しました。 

・小学生 

・中学生 
文学館 図書館（文学館） 

初めての人の百人一

首カルタ教室 

日本の伝統的な文芸・文化を知ってもらうために実施しま

した。 

・小学生 

・中学生 
文学館 図書館（文学館） 

 

◆Ⅲ－１－個別目標４ 交流できる場（子どもや子育てをしている人がふれあい情報交換 

できる場を増やす） 
 

【 個別目標の解説 】 

① 子どもや子どもを持つ親が身近な場所で様々な人と気軽に交流することが
できるようにします。 

② 子どもが身近な場所で気兼ねなく時間を過ごすことができるようにします。 
 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

子どもセンターの施設数 館 3 4 4 
子ども生活部 

児童青少年課 
― 

子どもセンター・子どもクラブの 

１日平均来館者数 
人 873 1,304 1,211 

子ども生活部 

児童青少年課 

子どもセンターばあん、子どもセンターつるっ

こ、子どもセンターぱお、子どもセンターただ

ON、南大谷子どもクラブ、玉川学園ころころ児

童館の合計を開館日数で割ったもの 

地域子ども教室助成団体数 団体 16 17 15 
子ども生活部 

児童青少年課 
― 

 

 

 

 

 

 

 

地域子ども教室 

 国（文部科学省）が、地域の「子どもの居場所」づくりのために 2004年度から 2006年度
まで実施し、2007年度からは市が助成している事業です。学校の校庭や教室を使い、地域の
方がスタッフとなって、各地域の教室で様々なプログラムを行いました。 

担当：子ども生活部児童青少年課 

 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課・生涯学習部社会教育課 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども 

生活部 

ふれあい活動「大人も

子どももみんなで遊ぼ

う」 

青少年健全育成鶴川第三地区委員会主催のふれあい活

動で、昔遊び、レクゲーム、こうさくコーナーなどを行いまし

た。 

幼児～市民 市内 

児童青少年課 

子どもセンターつ

るっこ 

森野学童保育クラブ

親子あそび「ぴょんぴ

ょんクラブ」 

学童保育クラブを開放し、乳幼児親子に居場所を提供しま

した。また、プログラムサービスを行い、子育ての楽しさを

味わったり、利用者同士の交流を深めることも目的としま

す。 

就学前児童

とその保護

者 

森野学童保育

クラブ 
児童青少年課 

子育て支援事業 

「親子でおいもほり」 

自然とのふれあい（芋ほり体験）を親子で体験する中で、親

子同士の交流を図るために実施しました。 

2 歳以上の

幼児とその

保護者 

近隣の畑 

児童青少年課  

子どもセンターば

あん 

キッズアタック 

乳幼児親子が活動をとおして、スキンシップを図る。子育て

情報の交換を行うなど、保護者同士の交流の場となりまし

た。 

就学前児童

とその保護者 

子どもセンター

ばあん 

児童青少年課  

子どもセンターば

あん 

【再掲】プレママ＆ベ

ビママるーむ 

妊婦と新生児を持つ保護者の交流を楽しむとともに、出産

後のイメージを持つこと、育児への不安を緩和することを目

的にスタイづくりやペットボトルを使ったおもちゃ作りなどを

実施しました。 

・妊婦と夫 

・生後 6 ヶ月

までの乳児と

その保護者 

子どもセンター

ばあん 

児童青少年課  

子どもセンターば

あん 

あそぼ ON 

子育てを楽しむきっかけ作りになり、乳幼児親子が活動を

とおして、スキンシップを図る。子育て情報の交換を行うな

ど、保護者同士の交流の場となりました。 

乳幼児とそ

の保護者 

子どもセンター

ただ ON 

児童青少年課  

子どもセンターた

だ ON 

まちとも出張 
相原小、大戸小、小山小、小山ヶ丘小、小山中央小で実施

されているまちとも月 1～2 回遊びの出張を行っています。 

各小学校の

まちとも参

加者 

堺地区各小学

校 

児童青少年課  

子どもセンターぱ

お 

ぱわぱふたいむ 

乳幼児親子が活動をとおして、スキンシップを図る。子育て

情報の交換を行うなど、保護者同士の交流の場となりまし

た。（全 40 回） 

就学前児童

とその保護

者 

小山市民セン

ター 

児童青少年課 

子どもセンターぱ

お 

ぱわぱふたいむ in 小

山 

子どもセンターが遠く、利用できない親子の子育て支援事

業として出張事業を行いました。 

就学前児童

とその保護

者 

小山市民セン

ター 

児童青少年課 

子どもセンターぱ

お 

げんきっず 

乳幼児と保護者の交流と遊びの場の提供を目的に毎週木

曜日に開催。親子体操、手遊びや体遊び、工作等を行いま

した。 

就学前児童

とその保護

者 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

親子ルーム開放 

開館日の午前 9 時から午後 5 時まで、就学前児童とその保

護者を対象に親子の遊び場・交流の場として、レクリエーシ

ョンルームを開放しています。 

就学前児童

とその保護

者 

ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

こどもおはなしフェスタ 

人形劇や紙芝居等の児童向け創作表現を集め、祭形式で

開催することにより、様々な物語・創意表現に接する機会を

提供しています。 

― ひなた村 
児童青少年課 

ひなた村 

生涯学習部 

おはなし会(乳幼児向

け） 

乳幼児とその保護者に、本および図書館に親しみをもって

もらうため、絵本読み聞かせ、手遊び、わらべうた等を行い

ました。 

就学前児童

とその保護

者 

各図書館 図書館 

【再掲】保育室文学サ

ロントーク「ちちんぷい

ぷい」 

小さくたって文学（ことば）大好き！をキャッチフレーズに、

わらべ歌や絵本の読み聞かせ等を通して、ことばを楽しむ

活動をボランティアの協力を得て実施しました。 

0 歳～1 歳児

とその保護

者 

文学館 図書館（文学館） 

子どもセンター・子どもクラブ 

「子どもの成長・発達を促す遊びの拠点」と「核家族化・少子化が進むなかでの子育て 
支援」を理念として、1999年 5月子どもセンター「ばあん」がオープン。2000年 1月に「南
大谷子どもクラブ」、2003 年 4 月に「玉川学園子どもクラブころころ児童館」、2005 年 4 月
子どもセンター「つるっこ」、2009 年 4 月子どもセンター「ぱお」、2014 年 1 月子どもセン
ター「ただＯＮ」がオープンしました。乳幼児から高校生までが集える場として、来館者は
「けがと弁当は自分持ち」の精神で、自分の責任で利用しています。市内に 5館を目標に子
どもセンターの整備を進めており、現在は町田地区の子どもセンターの整備について進めて
います。 

                      担当：子ども生活部児童青少年課 

 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課 

 

 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課・生涯学習部社会教育課 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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◆Ⅲ－１－個別目標５ 子どもセンター・地域子育てセンターを中心とした地域づくり 

【 個別目標の解説 】 

子どもセンター・地域子育て相談センターが地域の子どもの様々な活動の中心

として動くことができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

子ども生活部 

お話会「お・は・な・し・

はじまるよ」 

ボランティアの方々による、絵本、紙芝居、パネルシアタ

ー、手遊び等のお話会を実施しました。 

○子どもと本の世界を結ぶ 

○親子の楽しい時間の共有 

○図書館の紹介 

○子育て中の親を地域でサポートを「活動目標」として活動 

就学前児童

とその保護

者 

子どもセンター

ばあん 

児童青少年課 

子どもセンターば

あん 

たんじょう祭 

夏まつり 

冬まつり 

地域の人と協力して、お祭りを盛り上げました。 

子ども達の発想で行われるゲームコーナーやステージ発表

などを行うことで自己達成感を感じることができました。 

どなたでも 
子どもセンター

ばあん 

児童青少年課 

子どもセンターば

あん 

わくわくおはなし会 

物語や昔話に触れ本の世界の楽しさを知る。ボランティア

の方々による、絵本、紙芝居、パネルシアター、手遊び等

のお話会を実施しました。 

乳幼児とそ

の保護者 

子どもセンター

ただ ON 

児童青少年課 

子どもセンターた

だ ON 

こどもの日イベント 

夏祭り 

ただＯＮパーティ 1 

地域の人と協力して、お祭りを盛り上げました。 

子ども達の発想で行われるゲームコーナーやステージ発表

などを行うことで自己達成感を感じることができました。 

どなたでも 
子どもセンター

ただ ON 

児童青少年課 

子どもセンターた

だ ON 

ばーすでぃ 5 

夏まつり 

あったか冬フェスタ 

地域の人と協力して、お祭りを盛り上げました。 

子ども達の発想で行われるゲームコーナーやステージ発表

などを行うことで自己達成感を感じることができました。 

どなたでも 
子どもセンター

ぱお 

児童青少年課 

子どもセンターぱ

お 

地域子育て相談センター事業 

市立の 5 保育所に隣接した地域子育て相談センターで、育児講座やイベントの実施や、育
児相談を行いました。地域の子育てに関する相談等に応じ、保護者の子育てに関する不安の
解消を図りました。また、子育てサークルの場を提供したり、サークル活動に保育士を派遣した
りする等の専門知識を活かした事業を行いました。地域子育て相談センターでは、マイ保育園
の推進のほか、アウトリーチを中心に、子育て関連施設の運営支援、専門部署との連携によ
り、地域全体で子育てを支援する体制の充実を図ります。 
・町田地域子育て相談センター（市立町田保育園）  
・南地域子育て相談センター（市立金森保育園） 
・忠生地域子育て相談センター（市立山崎保育園） 
・堺地域子育て相談センター（市立こうさぎ保育園） 
・鶴川地域子育て相談センター（市立大蔵保育園）  

※ マイ保育園とは、身近な保育園が在宅で子育てをしている家庭のパートナーとして、様々な支援を展開するものです。マイ保

育園は市内の全ての認可保育園が連携・協力して取り組みます。マイ保育園を決めて、かかりつけ窓口として登録すると、

子育て情報の定期送付、育児相談、発育状況測定、育児講座やイベント参加のサービスが受けられます。  

            担当：子ども生活部子育て推進課 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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■重点目標２ 一人ひとりに情報が確実に届く 
【 重点目標の解説 】 

子どもと子育て中の親が、必要とする時に必要な情報を得ることができるよう 
にします。 

 

◆Ⅲ－２－個別目標１ 子どもと親への情報を確保する 
【 個別目標の解説 】 

子どもと子育て中の親が必要とする時に必要な情報を得ることができるように
します。 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

子育てひろばカレンダーの配布箇所数 箇所 155 158 165 
子ども生活部 

子育て支援課 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市公式ホームページ・キッズページ 
 町田市の面積、人口、歴史、市役所の仕事、遊び場・学び場、イベント情報、相談コー
ナーを紹介する子ども向けのホームページです（ＵＲＬは下記）。 

 
 h t tp ://www.c i ty .machida. tokyo. jp/k ids/ index.html   

 
担当：子ども生活部子ども総務課 

 

 

 

担当：子ども生活部子ども総務課 

 

 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課・生涯学習部社会教育課 

みんなのおでかけマップ 

町田市の補助を受けてＮＰＯ法人が運営しているホームページ「町田市バリアフリーマッ

プ」の情報のうち「みんなのトイレ」が整備された施設を紹介した冊子です。「みんなのトイ

レ」の他に授乳室、車いす対応駐車場等についても記載しているほか、市内すべての駅周辺

について、地図情報も表示しています。 

【用語解説：みんなのトイレ】 
 車いす使用者をはじめ、障がい者・高齢者・乳幼児を連れた方等のみんなが利用できる大きさ・機
能・設備等のあるトイレです（施設により介助が必要な場合があります）。  

 町田市バリアフリーマップ  h t tp : //www.bar r ier f ree -machida.com/   

担当：地域福祉部福祉総務課 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 

部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

市民部 

夏休み親子料理教室 

「町田の郷土料理を作る～牛乳うどんを打ってみよう～」と

いうタイトルで、郷土料理や減塩など、食生活を見つめなお

すきっかけとなることを意図しました。 

小学生とそ

の保護者 

町田市民 

フォーラム 

市民協働推進課 

消費生活センター 

親子料理教室 

米粉でクリスマスケーキを作る内容で、ケーキを作るという

楽しさの中に、食料自給率が低い日本の現状について考

えを巡らすという内容を織り込んでいます。 

小・中学生と

その保護者 

町田市民 

フォーラム 

市民協働推進課 

消費生活センター 

ママ向けお天気教室

「さいえんすママカフ

ェ」 

子ども同伴で参加できる事業を開催することで、子育て中

の母親に消費生活センターの周知を行います。また、内容

的には、「天気」という身近な現象を通じて自然科学に親し

み、合理的思考を身に付ける一助としていただくことが期待

されます。 

主に子育て

中の親 

町田市民 

フォーラム 

市民協働推進課 

消費生活センター 

食育講演会 

「共食」をテーマに、家族と一緒の食事が、子どもの健康や

社会性、そして「生きる力」をつくることを提示する内容で

す。 

主に親や

「食」に携わ

る方 

町田市民 

フォーラム 

市民協働推進課 

消費生活センター 

環境資源部 ごみナクナーレ発行       

子どもからお年寄りまで幅広い世代に、ごみの減量と資源

化を楽しみながら取り組んでもらえるように、市民や市民団

体の取組み事例を中心に、ごみに関する情報をわかりや

すく伝えています。 

小学生～大

人 

・新聞折込 

・拠点配布 
３Ｒ推進課推進係 

 

■重点目標３ みんなで安全・安心のまちをつくる 
【 重点.目標の解説 】 

子どもと親が地域や家庭で安心して日常生活を送ることができるようにします。 
 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

今住んでいる地域が、子どもが安全で

健やかに育つ環境になっていると思う

市民の割合 

％ 39.3 45.5 46.0 
市民意識調査 

（政策経営部企画政策課） 

10 段階評価の評価 7 以上の割

合。評価 10 が最高得点。数値

が大きいほど評価が高い。 

 
◆Ⅲ－３－個別目標１ 子どもの安全・安心を確保する 

【 個別目標の解説 】 

子どもが地域や家庭で事故や事件に遭う心配をすることなく日常の生活を送る
ことができるようにします。 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

「子ども 110 番の家」の箇所数 箇所 6,085 6,139 6,196 
子ども生活部 

児童青少年課 ― 

 

 

 

 

 

 

子ども１１０番の家 

子どもが危険に直面した際に緊急避難先として駆け込むことができる建物であることを示

す看板の設置を各小学校ＰＴＡや自治会・町内会とともに進めました。                    

担当：子ども生活部児童青少年課 

 

 

 

 

 

担当：子ども生活部児童青少年課・生涯学習部社会教育課 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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♪この個別目標を実現するために実施している事業♪ 
部名 事業名 事業の概要 対象 実施場所 所管課・係 

市民部 

夏休み親子体験学習

「子どもが自分自身を

守る方法～CAP プロ

グラムを体験しよう

～」 

子どもの権利と危険な場面から身を守る方法を学ぶ講座

です。子どもワークショップと、大人が子どもを支援するた

めの方法を学ぶ大人ワークショップを実施しました。 

小学 1 年生

～3 年生と

その保護者 

市民フォーラ

ム 

市民協働推進課 

男女平等推進セ

ンター 

建設部 

自転車運転教室 

各小学校・団体等からの申し込みを受け、町田警察署、南

大沢警察署とともに、自転車運転教室を開催しました。講

話・実技講習・筆記試験を受けた 3 年生以上の子ども達に

「町田市自転車運転免許証」を交付しました。 

小学生とそ

の保護者 
各小学校 交通安全課 

中学生体験型交通安

全講習 

プロのスタントマンが実際にあった交通事故を目の前で再

現する体験型の交通安全講習です。事故の状況を直視す

ることで恐怖を体験し、加害者・被害者の気持ちを考える

取り組みとして、町田警察署・南大沢警察署との共催によ

り中学生を対象に実施しました。 

中学生とそ

の保護者 
各中学校 交通安全課 

新入学児童交通安全

啓発活動 

小学 1 年生を対象に交通安全に関する啓発用品を配布

し、通学時等の交通事故防止を呼びかけました。 
小学生 － 交通安全課 

学校教育部 セーフティ教室  

小学校、中学校において、児童・生徒の健全育成の活性

化および充実を図るとともに、保護者・市民の参加のもと

に、家庭・学校・地域社会の連携による非行・犯罪被害防

止教育を推進しました。 

小学校、中

学校 

全児童・生

徒および保

護者・地域

の住民 

市立小・中学

校 
指導課 

 

 

◆Ⅲ－３－個別目標２ 子育てしやすいまちづくりをする 

【 個別目標の解説 】 

① 乳幼児を連れた親がまちの中を容易に移動できるようにします。 

② 乳幼児を連れた親が外出先で子どもの世話を容易にできるようにします。 

③ 乳幼児を持つ親が必要なときに子どもを預けて外出することができるように
します。 

 

【 指 標 】 

指標名 単位 
2012 年度 

実績値 

2013 年度 

実績値 

2014 年度 

実績値 

指標数値出典 

（所管課） 
備考 

「赤ちゃん・ふらっと」設置数 箇所 8 11 13 
子ども生活部 

子ども総務課 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅲ 子どもが地域の中で大切にされている 
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 ５．特定 12 事業における実績と目標事業量  

1．通常保育事業 

通常保育事業とは、認可保育所（国が定めた設置基準をクリアし、都道府県に認可され

た施設）および家庭的保育者（区市町村が認定した家庭的保育者の自宅で保育する制度）、

認証保育所（東京都独自の基準で設置した施設）、保育室（東京都が定めた小規模な認可外

保育施設）、認定こども園（幼稚園等が教育と保育の両方の機能を提供する施設）を合わせ

た保育サービスのことです。 

 

（1） 実績（各年 4 月 1 日現在） 

 

年 度 
認可保育所 家庭的保育者 認証保育所 保育室 ＊認定こども園 

定員 箇所数 定員 箇所数 定員 箇所数 定員 箇所数 定員 箇所数 

2008 4,398  49 18 4 209 7 24 2 0  0 

2009 4,439  49 18 4 259 7 24 2 
118 
（28） 

1 

2010 4,702  53 24 6 280 7 12 1 
268 
（28） 

5 

2011 5,050 56 47 11 280 7 12 1 
328 
（28） 

7 

2012 5,283 60 56 12 282 7 12 1 
370 
（40） 

7 

2013 5,668 63 61 13 304 7 0 0 
370 
（40） 

7 

2014 6,041 67 79 17 304 7 0 0 
420 
（０） 

9 

2015 6,392 71 84 18 244 6 0 0 
517 
（18） 

7 

＊ 認定こども園の（28）、（40）の数字は認可外保育部分の定員となっています。 

 

 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 
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（2）目標事業量 

利用実績等を参考に、以下のとおり目標事業量を設定しました。 
 

 
認可保育所 家庭的保育者 認証保育所 保育室  

人数 箇所数 人数 箇所数 人数 箇所数 人数 箇所数 人数 箇所数 

2015 年 

4月 1日 

現在の定員 

6,392人 

 

71 箇所 

 

84 人 18 箇所 244 人 6 箇所 

  

517 人 7 箇所 

2014 年度 

目標事業量 
5,578人 

 

60 箇所 

 

92 人 20 箇所 269 人 7 箇所 

    

＊ 保育室は 2013 年度から、家庭的保育者に事業を移行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況 

【 推計人口と認可保育所の目標事業量 】

0
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4,000
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2．延長保育事業 

延長保育事業とは、基本となる 11 時間（概ね 7 時から 18 時）保育の前後の時間を延

長して行う保育のことです。町田市では、63 箇所（2014 年 3 月末現在）の認可保育所

で延長保育事業（18 時以降の保育）を行っています。 

（１）実績 

年度 年間のべ利用人数 実施園 

2009 141,346 人 49 園 

2010 136,467 人 55 園 

2011 163,162 人 56 園 

2012 154,112 人 60 園 

2013 171,756 人 63 園 

2014 170,878 人 68 園 
（10/1 新規2 園含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 延長・夜間・トワイライトステイ事業の推計ニーズ量（アンケートによる希望数値） 

 18 時～20時未満 20 時～22時未満 22 時～翌朝5 時 

2014 年度推計ニーズ量 6,128 人 1,427 人 171 人 

 

延長保育時間 
2015 年 4 月 1 日 

現在の実施園（78 園） 

1 時間延長（19 時まで）実施園 30 園 

2 時間延長（20 時まで）実施園 40 園 

3 時間延長（21 時まで）実施園 1 園 

4 時間延長（22 時まで）実施園 1 園 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況 
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3．夜間保育事業 

夜間保育事業とは、児童福祉法に基づく設置認可を受けた保育所が 22 時頃までの保育 

を行うことです。町田市では現在、夜間保育事業は行っていませんが、市立町田保育園が

22 時までの延長保育を実施しています。 

 

4．トワイライトステイ事業 

 トワイライトステイ事業は、保護者の方が仕事や家族の介護等で帰宅が夜間におよぶ際 

に、子どもを 22 時までお預かりする保育サービスです。町田市では、ショートステイの

家「マルガリータ」で行っています。 

 

（１） 実績 

 

 

 

 

 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況町田市の組織 

＜説明＞ 

延長保育事業・夜間保育事業・トワイライトステイ事業の推計ニーズ量は、18

時以降を 3 つの時間帯（18 時～20 時未満、20 時～22 時未満、22 時～翌朝 5

時まで）で区切り、国が示した項目により、利用希望を調査しました。希望数値の

中には、現在このサービスを使っていない人と現在すでに利用し、時間延長を希望

する人の数も含まれます。 
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（2）目標事業量 

 定員 箇所数  
2009 年～2014 年 

利用実績 

2015年4月1日現在の

定員 
5 人 1 箇所  

1 日平均 

 0.7 人 

（月 30 日として計算） 
2014 年度目標事業量 5 人 1 箇所  

＊ 目標事業量は国の指定により、定員で算出することとなっています。 

実績を考慮し、設定しています。 

 
5．休日保育事業 

休日や祝日に仕事・看護・冠婚葬祭等の理由で家庭保育ができないときに、子どもをお

預かりする保育サービスです（年末・年始は除きます）。町田市では、わかば保育園で行

っています。 

 

（1）実績 

年度 施設数 
年間のべ 

利用者数 

休日 1 日 

平均利用者数 

1 日あたり 

利用可能人数 

2009 1 箇所 411 人 5.7 人 20 人 

2010 1 箇所 251 人 3.5 人 20 人 

2011 1 箇所 430 人 6.0 人 20 人 

2012 1 箇所 497 人   7.0 人 20 人 

2013 1 箇所 495 人   6.9 人 20 人 

2014 1 箇所 435 人   6.1 人 20 人 

                                 ＊年間の休日を 71 日として算出 

 

 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況町田市の組織 
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（2）目標事業量 

 定員 箇所数  
2009 年～2014 年 

利用実績 

2015年4月1日現在の

定員 
20 人 1 箇所  1 日平均 

4.4 人 
201４年度目標事業量 20 人 1 箇所  

＊ 目標事業量は実績を考慮し、設定しています。 

 
6．病児・病後児保育事業   
 病児・病後児保育事業とは、病中または病気の回復期の子どもを、保育所・医療機関等

に付属して設けられた専用スペース等でお預かりする保育サービスです。町田市では、病

児保育は「はやしクリニック病児保育室」で、病後児保育は「小野路保育園第一分園病後

児保育室つくし組」、「ききょう保育園病後児保育室ひまわり」、「高ヶ坂ふたば保育園病後

児保育室こすもす」、「かえで保育園病後児保育室れんげ」の病児保育 1 箇所、病後児保育

4 箇所の計 5 箇所で行っています。 

 

（1）実績 

年度 施設数 年間のべ利用者数 
1 日平均利用者

数 
利用可能人数 

2009 4 箇所 1,034 人 3.5 人 16 人 

2010 4 箇所 1,241 人 4.2 人 16 人 

2011 4 箇所 1,406 人 4.7 人 16 人 

2012 5 箇所 1,167 人 3.9 人 20 人 

2013 5 箇所 1,403 人 4.8 人 20 人 

2014 5 箇所 1,563 人 5.3 人 20 人 

 

 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況町田市の組織 
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（2）目標事業量 

 

 

 

 

 

 

＊目標事業量は、国の指定により日数で算出しています。利用可能日数 5,860 日は、年

間開所日数 293 日×定員 4 名×施設数 5 箇所で、年間の受け入れ可能な合計日数を算出

しています。 

 
7．放課後児童健全育成事業（学童保育クラブ） 
放課後児童健全育成事業（学童クラブ）とは、保護者が就労等により、昼間家庭にいな

いおおむね 10 歳未満の小学生を対象に、授業終了後、組織的に指導を行い、子どもの事

故防止と心身の健全な育成を図る事業です。 

 

（1）実績 

 

 

学童保育クラブの登録児童数は年々増加の傾向にあります。町田市では、1 小学校区に 1

学童保育クラブを設置するという目標は達成しました。今後は遠距離学童保育クラブのあ

り方など、実状に即して検討していきます。 

 

（2）目標事業量 

 定員（児童数） 箇所数 

2015年4月1日現在の受

入定数 
3,790 人 43 箇所 

2014 年度目標事業量 3,665 人 43 箇所 

 

 

 
利用可能日数 箇所数 

2015 年度利用可能日数 5,860 日 4 箇所 

201４年度目標事業量 4,704 日 4 箇所  

 

各年 4 月1 日現在 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況町田市の組織 
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8．地域子育て支援拠点事業（子育てひろば） 

 地域子育て支援拠点事業とは、地域において、親子の交流の促進や子育てに関する相談、

情報の提供等を行う子育て支援の拠点を設置・促進する事業です。町田市では、「安心して、

楽しく子育てができるまち」を目指し、地域子育て支援拠点として、2014 年 4 月から地

域子育て相談センター5 箇所（公立保育所に併設）を設置しました。地域子育て相談セン

ターでは、マイ保育園事業の推進のほか、アウトリーチ（出張子育て相談等）を中心に、

子育て関連施設の運営支援、専門部署との連携により、地域全体で子育てを支援する体制

の充実を図りました。また子育てひろば事業は、2014 年度からマイ保育園事業として再

編し、事業内容と実施施設の充実を図りました。子育てひろばは 49 園（簡易型 17 園、

都 A 型 25 園、基礎型 7 園）で実施されました。つどいのいろば事業は地域子育て相談

センターが実施する事業及びマイ保育園の拠点型として再編しました。なお、マイ保育園

事業の拠点型として法人立保育所 3 園と調整を行い、2015 年度から拠点型の子育てひろ

ばを実施出来るように完了しました。 

  

（1）実績 

年度 法人立保育所 
公立保育所 

（2014 年度から地域子育て 

相談センター） 
つどいのひろば 合計 

2009 18 園 7 園 2 箇所 27 箇所 

2010 22 園 7 園 2 箇所 31 箇所 

2011 23 園 7 園 2 箇所 32 箇所 

2012 25 園 7 園 2 箇所 34 箇所 

2013 28 園 7 園 1 箇所 36 箇所 

2014 49 園 5 園 0 箇所 54 箇所 

 

 

 

（2）目標事業量 

 箇所数 

2015年4月1日現在実施箇所 54 箇所 

2014 年度目標事業量 33 箇所 

 ＊目標事業量は実績を考慮し、設定しています。 

 

 

 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況町田市の組織 
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9．一時預かり事業 

一時預かり事業とは、日中、家庭での保育が一時的に困難になった場合、保育所等で一

時的に子どもをお預かりする事業です。町田市では、42 箇所（2014 年 3 月末現在）の

保育所で一時預かり事業を行っています。 

 

（1）実績 

 

 

（2）目標事業量 

 

 

 

 

 

＊目標事業量は実績を考慮し、設定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 受け入れ可能日数 箇所数 

2015 年 4月 1 日現在 98,530 日 43 箇所 

2014 年度目標事業量 57,330日 39 箇所 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況町田市の組織 
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10．ショートステイ事業 

ショートステイ事業とは、保護者の方が病気・冠婚葬祭・事故・出産等で一時的に子ど

もを保育できない時に、宿泊でお預かりする事業です。町田市では、ショートステイの家

「マルガリータ」で行っています。 

 

（1）実績 

 

 

（2）目標事業量 

 日数 箇所数 
 2009 年～2014 年 

利用日数 

2015 年 4 月 1 日現在 538 日 1 箇所  

平均 393 日 
2014 年度目標事業量 438 日 1 箇所  

＊ 目標事業量は実績を考慮し、設定しています。 

 

 

 

 

 

 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況町田市の組織 

＜説明＞ 

ショートステイの目標事業量は、子ども家庭支援センターが行う、所定の算出方式

により得た利用率で算出しています。1 泊 2 日の利用を 2 日と計算しますので、年

間 365 日より多い数値になります。 
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11．ファミリー・サポート・センター事業 

ファミリー・サポート・センター事業とは、「育児の援助を行う人（提供会員）」と「育

児の援助を受ける人（依頼会員）」が会員となり、保育所終了後の時間や外出の際などに、

提供会員の自宅で子どもを預かる、有償のボランティア事業です。 

 

（1）実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）目標事業量 

 

    

 
 
 

※ 目標事業量は実績を考慮し、設定しています。 

 

年度 依頼会員 援助会員 両方会員 利用件数 

2009 2,355 人 635 人 169 人 10,941 件 

2010 2,407 人 671 人 187 人 10,643 件 

2011 2,473 人 675 人 186 人 9,535 件 

2012 2,466 人 672 人 189 人 9,757 件 

2013 2,544 人 681 人 193 人 7,904 件 

2014 2,620 人 684 人 180 人 7,362 件 

 箇所 

2015 年 4 月 1 日現在 1 箇所 

2014 年度目標事業量 1 箇所 

特定 12 事業における実績と目標事業量の状況 

次世代育成支援対策推進法による特定１４事業の状況町田市の組織 

ファミリー・サポート・センターの

依頼会員や援助会員は年々増加の傾

向にあります。今後は事業実績の推

移を見ながら検討していきます。 
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 ６．町田市の組織  
 

          ――政策経営部――――――企画政策課／経営改革室／秘書課／広報課／広聴課 

――総務部――――――――総務課／法制課／職員課／市政情報課／情報システム課／工事品質課 

――財務部――――――――財政課／管財課／庁舎活用課／営繕課／契約課／市民税課／資産税課／納税課 

――市民部――――――――市民総務課／市民協働推進課／防災安全課／市民課 

 市長―――副市長                ／市民センター（忠生／鶴川／南／なるせ駅前／堺／小山） 

――文化スポーツ振興部――文化振興課／スポーツ振興課／国際版画美術館 

――地域福祉部――――――福祉総務課／生活援護課／障がい福祉課／ひかり療育園 

――いきいき生活部――――いきいき総務課／保険年金課／高齢者福祉課／介護保険課 

――保健所――――――――保健総務課／健康推進課／保健予防課／生活衛生課 

――子ども生活部―――――子ども総務課／児童青少年課／保育・幼稚園課／子育て推進課 

／子ども家庭支援センター／すみれ教室／大地沢青少年センター 

          ――経済観光部――――――産業観光課／農業振興課／北部丘陵整備課 

――環境資源部――――――環境政策課／環境・自然共生課／環境保全課／循環型施設整備課／資源循環課 

                  ／３R 推進課 

――建設部――――――――建設総務課／道路管理課／道路用地課／道路整備課／道路補修課／交通安全課 

――都市づくり部―――――都市政策課／土地利用調整課／交通事業推進課／地区街づくり課／住宅課 

／建築開発審査課／公園緑地課 

――下水道部―――――――下水道総務課／下水道整備課／下水道管理課／水再生センター 

――――――――会計管理者――――――会計課 

選挙管理委員会―――――――――――選挙管理委員会務局 

監査委員――――――――――――――監査事務局 

農業委員会―――――――――――――農業委員会事務局 

議   会―――――――――――――議会事務局 

 

 

教育委員会 

 

         ――学校教育部―――――教育総務課／施設課／学務課／保健給食課／指導課／教育センター 

／小学校42 校／中学校 20校 

教育長―――――― 

――生涯学習部―――――生涯学習総務課／生涯学習センター／図書館 

 

 

町田市民病院 

町田市の組織 

（2015年4月1日現在） 
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み
鶴川幼稚園　鶴川女子
短期大学附属

044-988-4074 三輪町122 -12

鶴間幼稚園

藤の台幼稚園

玉川学園幼稚部

玉川中央幼稚園

成瀬台幼稚園

第一富士幼稚園

電話番号所在地

相原幼稚園 042-782-2104 相原町4445-3

042-771-2442

ポピンズナーサリー
スクール南町田

桜美林幼稚園

子どもの森幼稚園

町田すみれ幼稚園

和光鶴川幼稚園

鶴川若竹幼稚園

鶴川平和台幼稚園

慶松幼稚園

夢の森幼稚園

鶴川シオン幼稚園

つくし野天使幼稚園

小川幼稚園

南ヶ丘幼稚園

高ヶ坂幼稚園

原町田幼稚園

町田文化幼稚園

光幼稚園

町田ひまわり幼稚園

たちはな幼稚園

町田こひつじ幼稚園

きそ幼稚園

境川幼稚園

正和幼稚園

山ゆり幼稚園

カナリヤ幼稚園

さふらん幼稚園

町田こばと幼稚園

開進幼稚園

真光寺町1271-1 

町田自然幼稚園

木曽東1-27-26 

木曽東3-16-17 

山崎町2261-1 

山崎町2088-1 

忠生2-7-5 

つくし野2-18-4 

小川1-18-1 

三輪町1051-2 

常盤町3031-2 

常盤町3613-3 

鶴間437  

金森3-41-1

金森1-8-26 

高ヶ坂6-29-1

高ヶ坂2-37-24

本町田2904 

本町田3350-24 

042-723-4055 

小山町4365-1 

鶴川1-5-2 

玉川学園2-3-27 

成瀬台2-2-12 

成瀬7-10-19

小川1546-3 

高ヶ坂5-6-19

原町田3-9-16 

本町田2441 

旭町1-17 

本町田3450 

＜2015年4月 現在＞

042-814-8211

042-734-4752

042-795-1134 

スグナル・ポット保育ルーム

042-735-3136 

042-725-5472 

042-739-8623 

野津田町1303 

金井町3040-2 

能ヶ谷6-28-20

能ヶ谷5-8-1

042-737-4630ひだまり保育室

ななくさ家庭保育室

044-712-7900

能ヶ谷7-23-31きのかの家102042-725-8446 

042-788-2107

042-796-1912 

042-735-5210 

042-735-4918 

042-735-3252 

044-988-7811 

042-725-7851 

042-795-5127 

042-795-0057 

042-795-1450

042-726-1008 

042-723-2474 

042-791-0036 

042-723-1494 

042-722-2454 

042-726-1207 

にじいろ保育園
サクセス町田

原町田4-1-11
大塚ﾌﾟﾗｻﾞﾋﾞﾙ 3階

小山町4291-13家庭的保育室種まく人

042-722-5144 
Ⅲ

042-726-4976 

042-723-3687 

042-728-0321 

042-791-3680 

042-791-2746 

042-791-2290 

042-791-0015 

042-797-0796 

042-797-7631 

もみの木保育園

042-793-2889

もりのこ分園（子どもの森保育園）

町田ときわ保育園

042-773-1151 

小山保育園（本園）

分園なのはな（小山保育園）

042-797-3345

042-797-5131

042-797-0611

042-798-7321

042-798-0511

042-798-0603

042-797-3042

常盤町3028-3

分園ぶどうの木保育園 （ひかりの子保育園）

ひかりの子保育園（本園）

たかね保育園

たかね第二保育園

幼稚園（36ヶ所）

市立山崎保育園

まなざし保育園

すずらん保育園

草笛保育園

木曽保育園

すみれ保育園

第二わかくさ保育園

アスク木曽西保育園

光の森保育園

未来保育ＣＬＵＢ保育園

森野三丁目保育園

市立森野保育園

わかば保育園

市立本町田保育園

こひつじ保育園（本園）

高ヶ坂保育園

市立町田保育園

こひつじ保育園（分園）

なごみ保育園

赤ちゃんの家保育園

こばと保育園

こうりん保育園

ねむの木保育園

高ヶ坂ふたば保育園

市立金森保育園

町田南保育園

ハッピードリーム鶴間保育園

田園保育園

もりのおがわ保育園

光の原保育園

町田わかくさ保育園

成瀬くりの家保育園

南つくし野保育園

成瀬南野保育園

042-793-1377

042-793-3216

042-728-0321高ヶ坂こども園

本町田2904

野津田町1303

三輪町122-12

高ヶ坂5-6-19

わかたけこども園

042-723-1494

042-791-2705

042-860-0515

042-700-8852

042-772-3034

クローバー保育園

原町田6-28-19ﾌｼﾞﾋﾞﾙ98 1階

042-792-0155

042-793-6736

042-791-0800

042-793-4169

042-721-1808

042-725-7851

町田こばとこども園

042-735-5210

小山ヶ丘3-28
ｱﾊﾟｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾚｽ多摩境 1階

042-703-7985

町田プチ・クレイシュ

044-988-4074

042-727-9188

鶴川こども園

所在地認可保育所（70ヶ所）

相原町3338-1

042-775-6300

042-775-1470

042-770-1113

小山町4604-2

相原町792

電話番号

042-782-4401

042-728-0270

042-723-3229

042-792-0361

042-789-2320

042-722-0352

042-723-2789

042-726-1007

042-725-2652

042-794-4666

042-793-6836

子どもの森保育園（本園）

かえで保育園

常盤町2970-1

小山町775

しぜんの国保育園（本園）

ユニケ保育園

分園風の丘（しぜんの国保育園）

こっこのもり保育園

桜台保育園

小山町1016

根岸町1-2-3

多摩境敬愛保育園

敬愛桃の実保育園

忠生2-7-5

常盤町3465-1

小山田桜台1-18

山崎町2160

山崎町2130

山崎町1555

森野5-21-5

森野3-11-16

森野4-8-10

サンフィール保育園

市立こうさぎ保育園

小山ヶ丘1-3-2

小山町2502

小山町3166-1

小山町4464

小山ヶ丘3-28

原町田2-11-5

原町田2-18-3

原町田6-26-15

原町田6-27-10

原町田5-1-5

中町1-31-4

本町田29

本町田2591-20

本町田3133-5

木曽東2-3-22

忠生2-5-3

木曽西3-18-2

木曽西5-1-1

木曽西1-34-1

木曽西3-9-7

山崎町457

成瀬7-10-7

成瀬が丘3-22-1

木曽東2-8-1

木曽東4-13-7

大蔵町530-1

大蔵町1984

大蔵町2177-2

広袴町543-1

三輪町82-7

三輪町1760-3

小川1-11-2

金森6-37-18

金森東4-36-8

金森東3-17-25

南つくし野2-17-1

鶴間579-3

鶴間411-4

小川1274-2

金森7-6-1

金森東1-12-16

高ヶ坂7-26-6

042-727-2373高ヶ坂6-2-10

042-725-7070

042-723-3664

042-720-8215

042-724-0753

042-729-8228

042-720-8423

042-710-7888

042-722-2672

042-739-2251

042-722-2679

042-726-9558

042-706-0733

042-795-2101

042-788-5228

042-796-3322

042-795-1081

042-788-5381

042-788-7025

042-796-3628

042-796-8346

042-728-0288

042-708-9541

042-735-3600

044-987-9871

044-988-8287

044-989-4639

042-737-7607

042-725-2166

042-735-5562

042-735-2242

042-710-8177

玉川学園3-35-48

成瀬1-5-1

三輪町1720-8

金井町2938-14

玉川さくら保育園

ゆうき山保育園

三輪保育園（本園）

042-735-2314

井の花保育園

おひさま共同保育園 野津田町498-1

花の木保育園

小野路保育園（本園）

真光寺3-1-6

小野路町1416

野津田町1084-1 042-708-0231

042-734-6113

042-708-8161

鶴川1-16-7

能ヶ谷4-7-19

042-736-2266

つるかわ保育園

市立大蔵保育園

小野路保育園第一分園

東平ひまわり保育園 042-723-5090

三輪あいこう保育園

みどりの森保育園

ききょう保育園

三輪保育園（分園）

042-736-6648 能ヶ谷6-41-1 

042-726-9123 

玉川学園6-1-1 

大蔵町2216 

玉川学園4-23-14

金井4-19-37

高ヶ坂4-16-7

鶴間74-15

Aloha keiki家庭保育室

保育室こどものいえ

ほほえみ家庭保育室

にじの丘家庭保育室

ほっぺのなかま保育室

カナリヤこども園 山崎町2088-1 042-791-2290

開進こども園

認証保育所（7ヶ所）

Ⅰ
町田多摩境
雲母(きらら)保育園

本町田3350-24

所在地 電話番号

子どもの森こども園 常盤町3031-2 042-797-7631

認定こども園（7ヶ所） 所在地 電話番号

Ⅴ
都市型保育園
ポポラー東京成瀬園

南成瀬1-3-5そうてつﾛｰｾﾞﾝ
成瀬S.Cｱﾈｯｸｽﾋﾞﾙ 2階

042-710-5150

Ⅳ

Ⅵ 小田急ムック鶴川園
能ヶ谷1-6-2
小田急ﾏﾙｼｪ鶴川 2階

042-708-1451

鶴間661-1ｶﾞｰﾃﾞﾝｾｼｱ
ｾｼｱﾌﾟﾗｻﾞ内 2階

ぽっぽの森保育園 大蔵町410 042-860-1515

家庭的保育者（15ヶ所） 所在地 電話番号

プチコパン保育室 小山町3248-3-101 042-851-4300

つぼみ保育室

Ｄ ぽかぽか保育室
本町田1868-7
ｸﾞﾘｰﾝｼﾃｨ14 105

042-732-3831

042-793-0933根岸2-16-5

ぐりーんぴーす家庭保育室 南大谷1165-6

042-729-7853

金井2-34-7

042-723-5221

042-736-2498

N こざくら保育室
成瀬1-2-8
ｴｸｾﾙﾒｿﾞﾝ弐番館101

042-725-1378

たんぽぽ保育室

東玉川学園2-15-9

042-720-5235

042-736-7699

042-738-7059

三輪緑山3-2106-25

ゆりかご保育室042-735-2291 

Ｐ
Mammy's
保育ルーム

上小山田町442-24 042-860-0325

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｍ

Ｌ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｋ

Ｊ
Ｉ

認可保育所／幼稚園／認定こども園／認証保育所／家庭的保育者 位置図

0 4km

65

１

２

３
５

６

７
８

９

10

11
13

14

15

16

17

18

19

20
21

22

24 25 26

27
28

29

30

31

32
33

34

35

36

37
38

3940

41

42

43

44

45

46

47
49

50

51

52

53

55

56

57

58
59

60

61
62

63

64

6667

68

69
70

54

４Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅱ

け

せ

そ ち つ

て

し
す

く

あ

え

お

い

と

な に

ぬ
ね

の

は

ひ

ふ

へ

ほ

ま

む

め

や

さ

こ

か

み

も
う

た

き

四

三

二

六

七
一

五

★大地沢青少年センター

★青少年施設
ひなた村

Ａ

つくし野駅

すずかけ台駅

南町田駅

町田駅(JR東日本横浜線)

町田駅(小田急電鉄小田原線)

多摩境駅

鶴川駅

玉川学園前駅

成瀬駅

相原駅
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48

Ｃ
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大蔵町1913 042-708-0236

え 玉川学園3-35-45 042-710-1475

子どもセンターつるっこ

玉川学園子どもクラブ
ころころ児童館

お

＜2015年4月 現在＞

所在地

042-739-6791

う 金森4-5-7 042-788-4181

い
南大谷264
都営4号棟1階

南大谷子どもクラブ

子どもセンターばあん

子どもセンターぱお

鶴川第三小学校敷地内

鶴川第二小学校敷地内

三輪あいこう保育園2階

成瀬台小学校校舎内

鶴川第一小学校敷地内

鶴川第四小学校敷地内

子どもセンターつるっこ内

大蔵小学校敷地内

36 すまいる 成瀬台2-5-2 042-722-0633 

35 成瀬中央あおぞら 成瀬2-8 042-726-7966 

34 なんなる 南成瀬3-6 042-726-1758 

33 そよかぜ 成瀬7-11-1 042-727-8384 

32 つくし野 つくし野2-21-11 042-795-2187 

31 南つくし野 南つくし野2-17-2 042-795-0051 

30 鶴間ひまわり 鶴間1083 042-706-4643 

29 金森第二 金森3-45-1 042-795-4705 

28 わんぱく 小川3-10-1 042-795-5875 

27 どろん子 金森東3-22-24 042-799-0989 

26 金森 金森東1-2-1 042-726-0290 

25 高ヶ坂けやき 高ヶ坂6-7-1 042-720-0096 

24 南大谷 南大谷811-1 042-723-6577

23 高ヶ坂 南大谷1260 042-726-2449 

22 学童21保育クラブ 原町田4-26-40 042-724-7784 

21 中央 中町1-20-30 042-725-5231 

20 森野 森野2-21-28 042-726-2448 

19 竹ん子 本町田1212 042-722-3267 

18 ころころ 玉川学園3-35-45 042-710-1475 

17 金井 金井町2612-183 042-736-0771 

16 藤の台ポケット組 金井町3040-15 042-727-8566 

15 藤の台 本町田3350 042-726-2447 

14 本町田 本町田2032 042-722-0815 

13 木曽 木曽東3-11-3 042-791-6867 

12 木曽境川 木曽西1-9-1 042-793-2270 

忠生2-7-5 042-791-4887 

11 七国山 山崎町1314-2 042-791-1606 

4 小山中央

6 小山田

3 小山ヶ丘

1 大戸のびっ子

7 子どもの森桜台 小山田桜台1-3 042-797-6730 

小山ヶ丘3-7-1 042-797-5557 

2 相原たけの子

5 小山 小山町944 042-797-7875 

8 図師 図師町239-19 042-791-2013 

9 なかよし 忠生3-12-11 042-791-2415 

37 三輪子どもの学園 三輪町82-7 044-987-9871 

10 自然

38 鶴川第二 能ヶ谷7-24-2 042-737-0080 

39 鶴川 鶴川6-5 042-734-0429 

40 大蔵 大蔵町286 042-734-3277 

41 つるっこ 大蔵町1913 042-708-0245 

43 野津田 野津田町1290 042-735-4568 

42 鶴川第四 鶴川3-22 042-734-3845 

相原町3865 042-783-3533 

電話番号所在地

上小山田町610 042-797-0920 

相原町2025-2 042-775-5707 

小山ヶ丘5-37 042-770-6522 

活動場所

武蔵岡中学校校舎内

小山小学校敷地内

小山中央小学校敷地内

小山ヶ丘小学校敷地内

子どもセンターぱお内

町田第四小学校敷地内

町田第三小学校校舎内

小山田小学校前の鶴見川沿い

忠生小学校校舎内及び近接地

図師小学校敷地内

桜台1丁目バス停付近

忠生第三小学校敷地内

木曽境川小学校敷地内

七国山小学校敷地内

町田自然幼稚園内

つくし野小学校敷地内

南つくし野保育園隣接地

鶴間小学校敷地内

ころころ児童館内

本町田東小学校敷地内

本町田小学校敷地内

金井小学校敷地内

藤の台小学校校舎内

町田第二小学校敷地内

町田第一小学校敷地内

か 子どもセンターただON 忠生1-11-1

南大谷小学校敷地内

町田第六小学校敷地内

南成瀬小学校敷地内

第10都営金森1号棟1階

小川小学校校舎内

南第四小学校隣接地

南第二小学校敷地内

042-794-6722

学童保育クラブ（43ヶ所）

電話番号

あ 相原町2025-2 042-775-5258

子どもセンター
子どもクラブ　（5ヶ所）

成瀬中央小学校校舎内

南第三小学校敷地内

高ヶ坂小学校敷地内

相原駅

学童保育クラブ／子どもセンター／子どもクラブ 位置図
★大地沢青少年センター

★青少年施設ひなた村
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本書に対するご意見等ございましたら、下記の子ども総務課 

までお寄せください。 

 

 

まちだの子ども施策 2014（平成26）年度 
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